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はじめに

『Sun JavaTM Enterprise System 技術の概要』では、Sun Java Enterprise System の概念上の

基盤について説明します。また、Java Enterprise System のコンポーネント、アーキテク

チャ、プロセス、および機能についても説明します。

ここでは、Java Enterprise System のマニュアルセットで使用される技術的な概念および

用語を定義します。用語の定義および Java Enterprise System の文脈での用語の使用方

法は 79 ページの「Java Enterprise System の用語」に示されていますが、これらの用語

はイタリック体で表記されています。

この章で説明する項目は次のとおりです。

• 「対象読者」

• 12 ページの「マニュアルの使用」

• 13 ページの「表記規則」

• 14 ページの「Web 上の参考資料」

• 14 ページの「お問い合わせ先」

• 14 ページの「ご意見、ご要望の送付先」

対象読者
『Java Enterprise System 技術の概要』は、Java Enterprise System に基づいてソフトウェア

ソリューションを設計、配備、または管理するユーザー向けに書かれています。した
がって、ビジネスアナリスト、システム設計者、フィールドエンジニア、システム管
理者などを含む幅広い読者が対象になります。

『Java Enterprise System 技術の概要』を読むには、以下の技術に関する一定の知識が必

要になります。
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• Java 言語、Java 2 Standard Edition コンポーネント、Java 2 Enterprise Edition コン
ポーネント

• ネットワーキングの概念

• 認証および承認に関連するセキュリティの基礎

マニュアルの使用
Java Enterprise System のマニュアルは、PDF (Portable Document Format) 形式および 
HTML (Hypertext Markup Language) 形式のオンラインファイルとして用意されていま

す。どちらの形式のファイルも、障害を持つユーザーにも参照可能です。SunTM のマ

ニュアルには、次の Web サイトからアクセスできます。

http://docs.sun.com

Java Enterprise System のマニュアルには次の場所からアクセスできます。

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

次の表は、Java Enterprise System のマニュアルセットに含まれるシステムレベルのマ

ニュアルを示しています。左の列は各マニュアルの書名および Part No. を表す URL、
右の列はマニュアルの内容の概要を示しています。

表 1 Java Enterprise System のマニュアル

マニュアル名 内容

『Java Enterprise System リリースノート』

http://docs.sun.com/db/prod/
entsys?l=ja

既知の問題など、Java Enterprise System に関
する最新の情報が記載されている。これ以外
に、コンポーネント製品ごとにリリースノー
トがある

『Java Enterprise System ドキュメント
ロードマップ』

http://docs.sun.com/db/prod/
entsys?l=ja

Java Enterprise System に関するマニュアルに
ついて説明している。ここからコンポーネン
ト製品に関連するマニュアルにリンクできる

『Java Enterprise System 技術の概要』

http://docs.sun.com/db/prod/
entsys?l=ja

Java Enterprise System のマニュアルで使用さ
れる技術概念と用語について説明する。Java 
Enterprise System、そのコンポーネント、およ
び分散型のエンタープライズアプリケーショ
ンをサポートする役割について解説する。ま
た、ライフサイクルの概念 ( システム配備に
関する序論を含む ) についても説明する 
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この表に記載されているシステムレベルのマニュアルの他に、Java Enterprise System の
マニュアルセットには各 Java Enterprise System コンポーネント製品用の製品固有のマニュ

アルも含まれています。詳細は『Java Enterprise System ドキュメントロードマップ』を

参照してください。

表記規則
次の表は、このマニュアルで使用される文字表記の規則を示しています。

『Java Enterprise System 配備計画に関す
る白書』

http://docs.sun.com/db/prod/
entsys?l=ja

Java Enterprise System に基づく大規模な配備
の計画について紹介する。配備計画の基本的
な概念と原則を示し、企業全体への配備を設
計するときに最初に使用できる各種のプロセ
スを紹介する

『Java Enterprise System インストールガ
イド』

http://docs.sun.com/db/prod/
entsys?l=ja

Java Enterprise System のインストールプロセ
スについて解説する。インストールするコン
ポーネント製品を選択する方法、インストー
ルするコンポーネント製品を設定する方法、
インストールしたソフトウェアが正常に機能
するかどうかを検証する方法について説明す
る

『Java Enterprise System Glossary』

http://docs.sun.com/doc/816-
6873

Java Enterprise System のマニュアルで使用さ
れる用語を定義している

表 2 文字表記の規則

表記 意味 例

AaBbCc123

( モノスペース )

API および言語の要素、HTML 
タグ、Web サイトの URL、コ
マンド名、ファイル名、ディ
レクトリパス名、画面出力の
表示、サンプルコード

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイ
ルを表示します。

% You have mail.

AaBbCc123

( イタリック )

実際の名前や値に置き換えら
れるコマンド行変数

ファイルは、install-dir/bin ディレ
クトリに格納されています。

表 1 Java Enterprise System のマニュアル ( 続き )

マニュアル名 内容
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Web 上の参考資料
次の場所には、Java Enterprise System およびそのコンポーネント製品に関する情報が用

意されています。

http://wwws.sun.com/software/learnabout/enterprisesystem/index.html

お問い合わせ先
Java Enterprise System の使用にあたって問題が発生した場合は、次のいずれかの方法で 
Sun のカスタマーサポートに連絡してください。

• Sun Software Support サービス

http://www.sun.com/service/sunone/software

このサイトには、「Knowledge Base」、「Online Support Center」、および「ProductTracker」
へのリンクがあります。また、保守プログラム、およびサポートの問い合わせ先電
話番号を参照することもできます。

• 保守契約に規定されている緊急電話番号

できるだけ適切に問題に対処するために、お問い合わせの際には次の情報をお知らせ
ください。

• 問題の詳細な内容 ( 発生状況や業務への影響の度合など )

• 使用しているマシンの種類、オペレーティングシステムのバージョン、製品の
バージョン ( すべてのパッチや、問題に影響している可能性のあるその他のソフ
トウェアを含む )

• 問題を再現するための詳細な手順

• エラーログまたはコアダンプ

ご意見、ご要望の送付先
Sun ではマニュアルの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま

す。次の Web ベースの書式を利用して Sun までフィードバックをお寄せください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback/

各フィールドにマニュアルの正式名称と Part No. をご記入ください。Part No. は、マ

ニュアルのタイトルページまたは最上部に記載されている 7 桁または 9 桁の番号です。

たとえば、この Sun 『Java Enterprise System 技術の概要』の Part No. は、817-7583 で
す。



15

第 1 章

概要

Sun JavaTM Enterprise System は、ネットワークを介して、またはインターネット環境

で分散しているエンタープライズ版アプリケーションをサポートするために必要な
サービスを提供するソフトウェアインフラストラクチャです。このマニュアルでは、
このようなアプリケーションを「分散型のエンタープライズアプリケーション」と呼
びます。

Java Enterprise System は、Sun ソフトウェアのリリース、配信の方法論、およびビジ

ネスと価格設定の戦略でもあります。ただし、このマニュアルではソフトウェアシス
テムとしての Java Enterprise System に重点を置いています。

この章では、Java Enterprise System およびシステムの使用に関連する作業を紹介しま

す。次のトピックが含まれます。

• 「Java Enterprise System のサービス」

• 18 ページの「Java Enterprise System のコンポーネント」

• 20 ページの「Java Enterprise System での作業」

Java Enterprise System のサービス
現在のビジネスでは、ネットワークまたはインターネット環境を介して分散する、高
いレベルのパフォーマンス、可用性、セキュリティ、スケーラビリティ、および保守
性を備えたソフトウェアソリューションが必要とされています。Java Enterprise 
System では、このようなソフトウェアソリューションをサポートするサービスを提供

します。

これらのソフトウェアソリューションは、次のような特徴を持つアプリケーションに
よって構成されます。
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• 分散型 : アプリケーションは、地理的に離れたサイトも含むネットワーク環境を
介して配備された対話型ソフトウェアコンポーネントで構成される。これらの分
散型コンポーネントは、ネットワーク環境内のさまざまなコンピューティング
ノードで実行される。分散型の各コンポーネントが相互に連携して、エンドユー
ザーおよびその他のビジネスアプリケーション向けの特定のビジネス機能を提供
する

• エンタープライズ版機能 : アプリケーションの適用範囲とスケールが、本稼動環
境またはインターネットサービスプロバイダのニーズを満たしている。アプリ
ケーションは通常、企業全体で多数の部門、オペレーション、およびプロセスを 
1 つのソフトウェアシステムに統合する。アプリケーションは、パフォーマンス、
可用性、セキュリティ、スケーラビリティ、および保守性に関する高度なサービ
ス要件を満たす必要がある

分散型のエンタープライズアプリケーションには、基本となるインフラストラクチャ
が必要です。これに基づいて、分散しているコンポーネント間で相互に通信したり、
それぞれの動作を調整したり、セキュリティ保護されたアクセスを実装することなど
ができます。このインフラストラクチャは、多数の分散型サービスによって構成され
ます。

さらに、これらの分散型インフラストラクチャサービスは、コンピューティングノー
ドおよびネットワークリンクのハードウェア環境によってサポートされています。こ
の環境には、SPARC と X86 (Intel および AMI) のハードウェアアーキテクチャが含ま

れます。

次の図に、全体的なスキーマを示します。

図 1-1 分散型のエンタープライズアプリケーションに必要なサポート

Java Enterprise System は、図 1-1 に示す分散型インフラストラクチャサービス層を提

供します。Java Enterprise System のインフラストラクチャサービスは、幅広いビジネ

スサービスとビジネスアプリケーションをサポートします。Java Enterprise System に
よって提供されるインフラストラクチャサービスには、以下のものがあります。

Distributed Service Infrastructure
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• ポータルサービス : ポータルサービスを利用することで、モバイル機器を使用す
る従業員、在宅勤務者、知識労働者、パートナー企業、仕入先、および顧客が、
社内ネットワークの外からインターネット経由で、個人向けにカスタマイズされ
た企業ポータルにセキュリティ保護された状態でアクセスできる。これらのサー
ビスは、ユーザーコミュニティに対する時間と場所を問わないアクセス、配信の
統合、集約、個人用のカスタマイズ、セキュリティ、モバイルアクセス、および
検索の機能を提供する

• 通信サービスと共同作業サービス : 多様なユーザーコミュニティ間で情報を安全
に交換できるようにする。具体的な機能には、ユーザーのビジネス環境で使用す
るメッセージング、リアルタイムの共同作業、カレンダのスケジューリングなど
がある

• ネットワークアイデンティティサービスとネットワークセキュリティサービス : 
グローバルベースのすべてのコミュニティ、アプリケーション、サービスの間で
適切なアクセス制御が確実に適用されるようにすることで、企業の主要な情報資
産のセキュリティと保護を向上させる。これらのサービスは、アイデンティティ
プロファイル、アクセス特権、およびアプリケーションとネットワークリソース
の情報を格納、管理するリポジトリと連携して機能する

• Web サービスとアプリケーションサービス : IT 企業が、J2EETM (Java 2 Platform, 
Enterprise Edition) 技術に基づいて広範な種類のサーバー、クライアント、および
デバイス用のアプリケーションを開発、配備、管理できるようにする

• 可用性サービス : アプリケーションサービスレベルの管理に独自のアプローチを
提供する。可用性サービスは、アプリケーションサービスと Web サービスの特許
技術「Always-On」も提供し、ほぼ連続する可用性とスケーラビリティを提供す
る

1 つまたは複数のインフラストラクチャサービスを配備することもできます。このと

き、各インフラストラクチャサービスに多数の Java Enterprise System コンポーネン

トが含まれる場合があります。
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Java Enterprise System のコンポーネント
Java Enterprise System は、以前には独立していた Sun ソフトウェア製品を 1 つのソフ

トウェアシステムに統合したものです。

このシステムのコンポーネント ( コンポーネント製品 ) に対するテストが実施されて

いて、各コンポーネント間の相互動作が保証されています。次のような多数のシステ
ムレベルの機能によって、これらの統合が可能になりました。

• 共有ライブラリの共通セットですべてのコンポーネント製品の同期をとる

• Java Enterprise System のすべてのコンポーネントが 1 つのインストーラを使用し
てインストールされる

• すべてのコンポーネントが、統合されたユーザーアイデンティティとセキュリ
ティ管理システムを共有する

次の表に、Java Enterprise System の主要なコンポーネントおよびこれによって提供さ

れるインスラストラクチャサービスを示します。各種のコンポーネントの詳細につい
ては、65 ページの「Java Enterprise System サーバーコンポーネント」を参照してく

ださい。

表 1-1 Java Enterprise System のコンポーネント

システムコンポーネント 提供されるサービス

Sun Cluster Java Enterprise System の高可用性サービスとスケーラビリ
ティサービス、Java Enterprise System インフラストラク
チャの最上部で実行されるアプリケーション、およびサービ
スとアプリケーションの両方が配備されるハードウェア環境
を提供する

Sun ONE Application 
Server

セッション Beans、エンティティ Beans、メッセージ駆動型 
Beans など、EJB (Enterprise JavaBeansa) コンポーネントの 
J2EE コンテナサービスを提供する。コンテナは、密接に結
合された分散コンポーネント間の対話に必要なインフラスト
ラクチャサービスを提供し、これを e- コマースアプリケー
ションおよび Web サービスを開発および実行するためのプ
ラットフォームにする。Application Server も、Web コンテ
ナサービスを提供する

Sun Java System 
Calendar Server

エンドユーザーおよびエンドユーザーのグループにカレン
ダーサービスおよびスケジューリングサービスを提供する。
Calendar Server には、ブラウザからサーバーとの対話を行
なうクライアントが含まれている
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Sun Java System 
Directory Proxy Server

企業ファイアウォールの外から Directory Server 向けのセ
キュリティサービスを提供する。Directory Proxy Server は、
強化されたディレクトリアクセス制御、スキーマ互換性、
ルーティング、および複数の Directory Server インスタンス
のロードバランスを提供する

Sun Java System 
Directory Server

アイデンティティプロファイル ( 従業員、顧客、仕入先な
ど )、ユーザーの信用情報 ( 公開鍵の証明書、パスワード、
PIN 番号 )、アクセス特権、アプリケーションリソース情報、
ネットワークリソース情報などのイントラネット情報および
インターネット情報を格納および管理するための中央リポジ
トリを提供する

Sun Java System Identity 
Server

アクセス管理サービスおよびデジタルアイデンティティ管理
サービスを提供する。アクセス管理サービスには、シングル
サインオンを含む認証、およびアプリケーションやサービス
へのアクセスに対するロールに基づいた認証が含まれる。管
理サービスには、個々のユーザーアカウント、ロール、グ
ループ、およびポリシーの集中管理が含まれる

Sun Java System Instant 
Messaging

インスタンスメッセージング ( チャット )、会議、アラート、
ニュース、調査、ファイル転送など、エンドユーザー間にお
ける、セキュリティ保護されたリアルタイムの通信を提供す
る。このサービスには、ユーザーが現在オンラインであるか
どうかと通知する Presence マネージャ、およびブラウザか
らサーバーとの対話を行なうクライアントが含まれる

Sun Java System 
Message Queue

緩やかに結合した分散コンポーネントとアプリケーション間
における、信頼性の高い非同期のメッセージングを提供す
る。Message Queue は JMS (Java Message Service) API 仕様
を実装し、セキュリティ、スケーラビリティ、遠隔管理など
のエンタープライズ機能を追加する

Sun Java System 
Messaging Server

電子メール、FAX、ポケベル、音声、およびビデオをサポー
トする、セキュリティ保護された、信頼性の高い大容量の蓄
積交換型メッセージングを提供する。Messaging Server は、
複数のメッセージ記憶域への並行アクセスが可能であり、不
要な電子メールの受信拒否やウイルスの攻撃の予防に役立つ
コンテンツフィルタリングを提供する

Sun Java System Portal 
Server

ブラウザからビジネスアプリケーションやサービスにアクセ
スするクライアントに対して、コンテンツの集約や個人用の
カスタマイズなどの主要なポータルサービスを提供する。
Portal Server は、設定可能な検索エンジンも提供する

表 1-1 Java Enterprise System のコンポーネント ( 続き )

システムコンポーネント 提供されるサービス
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Java Enterprise System での作業
Java Enterprise System ソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成には、次

の図に示すように、要件分析、配備、およびオペレーションという 3 つの段階に分類

される、一連の複雑な作業が含まれます。

Sun Java System Portal 
Server, Mobile Access

モバイルデバイスから Portal Server へのワイヤレスアクセ
ス、および電話から Portal Server への音声アクセスを提供す
る

Sun Java System Portal 
Server, Secure Remote 
Access

企業ファイアウォールの外から、内部ポータルやインター
ネットアプリケーションを含む Portal Server のコンテンツお
よびサービスへの、セキュリティ保護されたインターネット
アクセスを提供する

Sun ONE Web Server Java サーブレットコンポーネントや JSPTM (JavaServer 
PagesTM) コンポーネントなどの Java Web コンポーネント用
の J2EETM プラットフォーム (Java 2 Platform, Enterprise 
Edition) Web コンテナサービスを提供する。Web Server は、
CGI スクリプトや Active Server Page など、スタティックお
よびダイナミックな Web コンテンツを配信するためのその
他の Web アプリケーション技術もサポートしている

表 1-1 Java Enterprise System のコンポーネント ( 続き )

システムコンポーネント 提供されるサービス
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図 1-2 ソリューションのライフサイクルの各段階 

Java Enterprise System のライフサイクルの各段階について、簡単に説明します。

• 要件分析 : ビジネスのニーズに関する分析に基づいて、配備例、つまり論理アー
キテクチャおよびサービス品質の要件を作成する。配備例は、ソフトウェア配備
の仕様としての役割を果たす

• 配備 : 配備例に基づいて、ビジネスのニーズを満たし、プロジェクト承認および
予算設定の基礎として使用できる配備アーキテクチャを作成する。このアーキテ
クチャは、本稼動環境に移行するための構築、テスト、および展開に必要な詳細
情報が含まれる実装設計の基礎にもなる

IT
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• オペレーション : 配備されたソフトウェアソリューションを実行し、そのパ
フォーマンスを監視および最適化し、必要な場合はアップグレードを実行して新
しい機能を組み入れる

これらの各段階に含まれる作業は、図 1-2 のとおりです。また、第 4 章「ライフサイ

クルの概念」で詳しく説明します。

図 1-2 に、Java Enterprise System でさまざまな作業を実行する必要がある Java 
Enterprise System ユーザーのタイプを示します。Java Enterprise System で作業を実

行する場合、実行するジョブは図 1-2 に示す 1 つまたは複数のユーザーカテゴリに該

当します。Java Enterprise System で実行できる各種の作業に必要なスキルおよびバッ

クグラウンドは、次の表のとおりです。

表 1-2 Java Enterprise System での作業に関連するユーザーカテゴリ

ユーザープロファイル スキルとバックグラウンド

ビジネスプランナー
システムアナリスト

専門的ではなくても、一般的な技術知識を持つ
ビジネスの戦略上の方向性を理解している
ビジネスのプロセス、目的、要件を理解している

設計者 高度な技術知識を持つ
配備アーキテクチャの幅広い知識を持つ
最新の技術に精通している
ビジネスの要件および制約を理解している

システムインテグレータ
IT マネージャ
フィールドエンジニア
システム管理者

高度な技術知識を持つ
IT 環境に精通している
分散型のソフトウェアソリューションを実装した経験がある
ネットワークのアーキテクチャ、プロトコル、デバイス、
セキュリティの知識を持つ
スクリプト言語およびプログラミング言語の知識を持つ

特化したシステム管理者
代行管理者

特化した技術知識または製品知識を持つ
ハードウェア、プラットフォーム、ディレクトリ、データ
ベースに精通している
ソフトウェアの監視、トラブルシューティング、アップグ
レードに熟練している
UNIX システムの管理の知識を持つ
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第 2 章

Java Enterprise System のアーキテクチャ

この章では、Java Enterprise System の配備の基礎となるアーキテクチャ概念の概要に

ついて説明します。

この章では、論理層、インフラストラクチャサービスレベル、およびサービス品質と
いう 3 つの次元に従って Java Enterprise System の配備アーキテクチャを分析するフ

レームワークについて説明します。Java Enterprise System コンポーネントのアーキテ

クチャの機能がわかるように、次の図に、これらの 3 つの次元を直交する軸として図

式化して示します。3 つの次元のフレームワークは、ビジネスソフトウェアソリュー

ションの優れた配備アーキテクチャを設計するための重要な鍵になります。

図 2-1 Java Enterprise System のアーキテクチャのフレームワークにおける 3 つの次元 

この章では、図 2-1 に示した 3 つの各次元を個別に検討し、その後、3 つの次元を 1 つ
のフレームワークに統合します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 24 ページの「次元 1 : 論理層」

• 28 ページの「次元 2 : インフラストラクチャサービスレベル」

• 36 ページの「次元 3 : サービス品質」

• 39 ページの「3 つの次元の統合」
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次元 1 : 論理層
分散型アプリケーションの標準的なアーキテクチャでは、アプリケーションロジック
を複数の層に分割します。これらの層によって、サービスプロバイダおよびコン
シューマの順序付けされた連鎖として、コンポーネントの論理的および物理的な構成
を表現します。通常、1 つの層に含まれるコンポーネントは、隣接するプロバイダ層

のコンポーネントから提供されるサービスを消費し、隣接するコンシューマ層の 1 つ
または複数のコンポーネントにサービスを提供します。

次の図は、配備アーキテクチャの論理層の次元を示しています。

図 2-2 次元 1 : 分散型エンタープライズアプリケーションの論理層

論理層について
ここでは、図 2-2 に示した 4 つの論理層について簡単に説明します。この説明では、

例として、J2EETM プラットフォーム (Java 2 Platform, Enterprise Edition) コンポーネ

ントモデルを使用して実装されたコンポーネントを取り上げます。ただし、CORBA 
など、その他の分散型のコンポーネントモデルも、このアーキテクチャをサポートし
ています。

クライアント層

クライアント層は、エンドユーザーがユーザーインタフェースを通して直接アクセス
するアプリケーションロジックによって構成されます。クライアント層のロジックに
は、ブラウザベースのクライアント、デスクトップコンピュータ上で実行される Java 
コンポーネント、または携帯型のデバイス上で実行される J2METM プラットフォーム 
(Java 2 Platform, Micro Edition) モバイルクライアントが含まれることがあります。

( )

( )

( )
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プレゼンテーション層

プレゼンテーション層は、クライアント層に配信するデータを準備し、クライアント
層からのバックエンドビジネスロジックへの配信の要求を処理するアプリケーション
ロジックで構成されます。通常、プレゼンテーション層のロジックは、HTML 配信ま

たは XML 配信用のデータを準備したり、処理の要求を受信したりする Java サーブ

レットコンポーネントや JSP コンポーネントなどの J2EE コンポーネントで構成されま

す。プレゼンテーション層には、ビジネスサービス層のビジネスサービスに対する、
個人向けにカスタマイズされ、セキュリティ保護されたアクセスを提供できるポータ
ルサービスが含まれることがあります。

多くの場合、プレゼンテーション層のコンポーネントは再利用が可能であり、カスタ
マイズしたり、アプリケーションにプラグインとして追加したりできます。また、
フェイルオーバーやスケーラビリティに関するプレゼンテーションサービスをレプリ
ケートしたり、ネットワークの帯域幅やコンピューティングリソースが最適化される
ように、これらのサービスをコンピューティングノードにマッピングすることもでき
ます。

ビジネスサービス層

ビジネスサービス層は、アプリケーションの主要な機能を実行するロジックで構成さ
れます。これらの機能には、データの処理、ビジネスルールの実装、複数のユーザー
の調整、データベースや旧バージョンのシステムのような外部リソースの管理などが
あります。通常、ビジネスサービス層は、EJB コンポーネントやメッセージ駆動型 
Beans (MDB) などのように、J2EE 分散型コンポーネントモデルに準拠している、密接

に結合されたコンポーネントで構成されます。個々の J2EE コンポーネントは、在庫情

報サービスや税額計算サービスなどの複雑なビジネスサービスを配信するように組み
立てることができます。個々のコンポーネントおよびサービスの構成部品は、SOAP 
(Simple Object Access Protocol) インタフェース標準に準拠している、緩やかに結合し

た Web サービスとしてカプセル化することができます。ビジネスサービスは、エン

タープライズカレンダサーバーのようなスタンドアロンサーバーとして構築すること
もできます。

ビジネスサービスの各種の実装では、特定のコンピューティングノード上での常駐お
よび実行が可能な特定のアプリケーション機能をカプセル化します。この方法によっ
て、再利用可能なコンポーネントをカスタマイズしたり、プラグインとしてアプリ
ケーションに追加することが可能になります。プレゼンテーション層のロジックと同
様に、フェイルオーバーやスケーラビリティに関するビジネスサービスのプロバイダ
をレプリケートしたり、ネットワークの帯域幅やコンピューティングリソースが最適
化されるように、これらのサービスプロバイダをコンピューティングノードにマッピ
ングしたりできます。
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データ層

データ層は、ビジネスロジックで使用されるデータで構成されます。このデータは、
データベース管理システムに格納されている持続アプリケーションデータであること
も、LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) データストアに格納されているリ

ソース情報およびディレクトリ情報であることもあります。このデータには、外部
ソースからのデータ供給や旧バージョンのコンピューティングシステムからアクセス
可能なデータが含まれることがあります。

論理的および物理的な独立性
図 2-2 のプレゼンテーションサービス層とビジネスサービス層に示したサービスは、

このモデルの中心となる部分です。これらのサービスは、多数のクライアントをサ
ポートできる、マルチスレッド対応のソフトウェアプロセスです。これらのクライア
ントは、エンドユーザークライアントであることも、その他のサービスであることも
あります。

図 2-2 に示したアーキテクチャの次元では、4 つの層の論理的および物理的な独立性が

強調されています。この独立性により、ネットワーク環境内のさまざまなコンピュー
ティングノード間でアプリケーションのロジックを簡単にパーティション分割するこ
とができます。

• 論理的な独立性 : アーキテクチャモデルの 4 つの層は論理的な独立性を表してい
る。つまり、1 つの層 ( たとえば、ビジネスサービス層 ) のアプリケーションロ
ジックを、他の層のロジックとは関係なく変更できる。プレゼンテーション層ま
たはクライアント層のロジックを変更またはアップグレードしなくても、ビジネ
スロジックの実行を変更できる。このような独立性により、たとえば、ビジネス
ロジックを変更しなくても、新しいタイプのクライアントを導入できる

• 物理的な独立性 : 4 つの層は物理的な独立性も表している。つまり、一般的に、異
なる層のロジックは異なるハードウェアプラットフォーム上に ( たとえば、CPU 
構成、チップセット、オペレーティングシステムが異なるプラットフォーム上に ) 
配備する。この独立性により、個々のコンピューティング要件および最大限に拡
張されたネットワーク帯域幅に最適に対応するように、コンピューティングノー
ド上の分散型アプリケーションコンポーネントを実行することが可能になる

アプリケーションコンポーネントをハードウェア環境 ( つまり、配備アーキテク
チャ ) にマッピングする方法は、各コンピュータの速度と電力、ネットワークリ
ンクの速度と帯域幅、セキュリティとファイアウォールの考慮点、フェイルオー
バー ( 高可用性 ) およびロードバランス ( スケーラビリティ ) に関するコンポーネ
ントのレプリケーションの必要性など、多くの要素に応じて異なります。どのよ
うなマッピング方法を選択するかも、サイジング、パフォーマンス、および特定
のソリューションの全体的なコスト要件によって異なります。
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層によるアーキテクチャの例
アーキテクチャ設計での論理層の使用例として、Messaging Server によって提供され

る電子メール通信サービスを取り上げます。次の図に示すように、電子メールサービ
スは多数の Messaging Server コンポーネントを使用して実装されます。

図 2-3 Messaging Server: 層によるアーキテクチャの例

Messaging Server の機能を論理的に独立したコンポーネントとして分割することで、

これらのコンポーネントを 1 つの物理環境内にある別々のコンピューティングノード

に分散させることが可能になります。物理的に分割すると、これらのコンポーネント
のレプリケーションを簡単に実行したり、各コンポーネントにそれぞれ異なる可用性
ソリューションを適用したり、各コンポーネントのセキュリティに異なる方法を採用
することができます。

DBMS

LDAP

Web

( )

Web

 url

( )



次元 2 : インフラストラクチャサービスレベル

28 Sun Java Enterprise System 2004Q2 • 技術の概要

次元 2 : インフラストラクチャサービスレベル
分散型のエンタープライズアプリケーションの対話型ソフトウェアコンポーネントに
は、基本となるインフラストラクチャサービスのセットが必要です。これに基づいて、
分散しているコンポーネント間で相互に通信したり、それぞれの動作を調整したり、
セキュリティ保護されたアクセスを実装することなどが可能になります。分散型の
サービスのこのようなセットによって、分散型コンポーネントを構築するときの基礎
となるインフラストラクチャが形成されます。

分散型のインフラストラクチャサービス
概念的に説明すると、分散型のインフラストラクチャサービスとは、異なる多くのレ
ベルに分散しているサービスのセットのことです。次の図に示すように、これらの
サービスによって、配備アーキテクチャのインフラストラクチャサービスレベルの次
元が構成されています。

図 2-4 次元 2 : 分散型のインフラストラクチャサービスレベル

図 2-4 に示したレベルは、最下位レベルのオペレーティングシステムサービスから最

上位レベルのアプリケーションサービスや統合サービスまでの、さまざまな分散型
サービス間の一般的な依存関係を反映しています。通常、各サービスはその下にある
サービスに依存し、その上にあるサービスをサポートします。

: Instant Messaging

: 

: Solaris OS Linux

: TCP HTTP

: 

: 

: 

: ID
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ただし、上位レベルのサービスは、中間のレベルに依存せずに、下位レベルのサービ
スと直接対話することができます。たとえば、一部の実行時サービスは、中間にある
サービスレベルを介さずに、プラットフォームサービスに直接依存する場合がありま
す。また、図 2-4 に示したレベルは厳密に定義されたものではありません。監視サー

ビスや管理サービスなどのその他のサービスレベルも、ここでの概念的な説明に含ま
れることがあります。

一般的に、図 2-4 に示したサービスは、下位レベルのプラットフォームサービス、上

位レベルのアプリケーションサービス、およびミドルウェアサービスという 3 つのグ

ループのいずれかに該当します。ミドルウェアサービスは、他の 2 つのグループの中

間にあることから付けられた名前です。

次に、さまざまなサービスについて簡単に説明し、関連する場合には Java プログラミ

ング言語のアーチファクトの参考情報も示します。図 2-4 の最下位レベルのサービス

から順に説明します。

• オペレーティングシステムプラットフォーム : コンピューティングノード上で実
行されるすべてのプロセスに対する基本的なサポートを提供する。オペレーティ
ングシステム (SolarisTM オペレーティングシステム、Linux、Windows など ) は、
物理デバイスの他に、メモリ、スレッド、および JVMTM (Java Virtual Machine) マ
シンのサポートに必要なその他のリソースを管理する

• ネットワークトランスポート : 異なるコンピューティングノード上で実行される
分散型のアプリケーションコンポーネント間の通信に対する、基本的なネット
ワークサポートを提供する。これらのサービスには、TCP や HTTP などのプロト
コルに対するサポートも含まれる。上位レベルのその他の通信プロトコル (「メッ
セージ層」を参照 ) は、これらの基本的なトランスポートサービスに依存してい
る

• 持続 : スタティックデータ ( ユーザー、ディレクトリ、設定などの情報 ) およびダ
イナミックアプリケーションデータ ( 頻繁に更新される情報 ) へのアクセス、およ
びその格納に対する基本的なサポートを提供する

• メッセージング : アプリケーションコンポーネント間の同期および非同期の通信
に対するサポートを提供する。同期メッセージングでは、メッセージをリアルタ
イムで送受信する。これには、J2EE コンポーネント間のリモートメソッドの呼び
出し (RMI) や Web サービスとの SOAP 対話も含まれる。非同期メッセージング
の通信では、直後に受信するコンシューマの準備状況に関係なく、メッセージを
送信する。JMS (Java Message Service) や ebXML などの非同期メッセージングの
仕様では、信頼性の保証およびその他のメッセージング方式をサポートする

• 実行時 : J2EE モデルや CORBA モデルなどの分散型のコンポーネントモデルで必
要となるサポートを提供する。実行時サービスには、密接に結合された分散型コ
ンポーネントに必要なリモートメソッドの呼び出しの他に、コンポーネントの状
態 ( ライフサイクル ) の管理、スレッドプールの管理、同期 ( 相互排他ロック )、
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持続サービス、分散するトランザクションの監視、分散する例外の処理などが含
まれる。J2EE 環境では、これらの実行時サービスはアプリケーションサーバーま
たは Web サーバーの EJB、Web、およびメッセージ駆動型 Bean (MDB) コンテナ
から提供される

• セキュリティとポリシー : アプリケーションリソースへの安全なアクセスをサ
ポートする。これらのサービスには、シングルサインオン機能の他に、分散して
いるリソースへのグループベースまたはロールベースのアクセスを管理するポリ
シーに対するサポートも含まれる。シングルサインオンを使用すると、ある分散
型システム内の 1 つのサービスに対するユーザー認証を、同じシステム内の他の
サービス (J2EE コンポーネント、ビジネスサービス、Web サービスなど ) に自動
的に適用できる

• ユーザーの共同作業 : ユーザー間の直接通信およびエンタープライズ内とイン
ターネット環境内でのユーザー間の共同作業に対するサポートで重要な役割を果
たすサービスを提供する。これらのサービスは、一般的にスタンドアロンサー
バー ( 電子メールサーバーやカレンダサーバーなど ) から提供されるアプリケー
ションレベルのビジネスサービスである 

• 統合 : 既存のビジネスサービスを集約するサービスを提供する。その手段として、
ポータルと同様に既存のビジネスサービスにアクセスするための共通インタ
フェースを提供するか、これらのビジネスサービスを本稼動ワークフロー内で調
整するプロセスエンジンによって統合する。統合は、異なる企業間における企業
間 (B2B) 統合として行なわれることもある

Java Enterprise System の実装
Java Enterprise System によって、図 2-4 に示す分散型インフラストラクチャサービス

の次元が実装されます。さまざまなレベルにおける Java Enterprise System コンポー

ネントの位置付けは、次の図のとおりです。
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図 2-5 Java Enterprise System: 分散型のインフラストラクチャサービス

図 2-5 に示した分散型インフラストラクチャサービスの Java Enterprise System 実装

は、分散型インフラストラクチャサービスのスタック内のさまざまなレベルでサービ
スを提供する独立したソフトウェアサーバー ( システムサーバー ) によって構成され

ています。これらのサービスは、多数のクライアントをサポートできる、マルチス
レッド対応のサーバープロセスを提供します。

Application
Server

Web
Server

Message
Queue

Directory
Server

Identity
Server

Instant
Messaging

Calendar
Server

Messaging
Server

Portal
Server

Solaris Linux
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Java Enterprise System サーバー
Java Enterprise System サーバーは、図 2-5 に示すすべてのレベルを一括して実行しま

す。各システムサーバーは、分散型のエンタープライズアプリケーションを支援する
特定のサービスまたはサービスのセットを提供します。これらのシステムサービス自
体が、提供する各サーバーの特徴になります。各サーバーが提供するサービスの簡単
な説明については 18 ページの表 1-1 を参照してください。

システムサーバー間の依存関係

インフラストラクチャ内で、一般的に各システムサーバーはその下にあるサーバーに
依存し、その上にあるサーバーをサポートします。表 2-1 に、各種の Java Enterprise 
System サーバー間の具体的な依存関係を示します。この表では図 2-5 と同様に、上位

のサーバーから順に記載しています。

注 図 2-5 には、分散型のインフラストラクチャサービスの提供に直接的に関
係しない多くの Java Enterprise System コンポーネントは記載されていま
せん。これらのコンポーネントは、次のようなサポート機能を提供しま
す。

• Portal Server, Mobile Access はワイヤレスクライアントから Portal 
Server へのアクセスを提供する

• Portal Server, Secure Remote Access はエンタープライズファイア
ウォールの外にあるブラウザベースのクライアントから Portal Server 
へのアクセスを提供する

• Directory Proxy Server はエンタープライズファイアウォールの外にあ
るブラウザベースのクライアントから Directory Server へのアクセスを
提供する

• Sun Cluster はインフラストラクチャサービスに高可用性を提供する。
これについては、アーキテクチャのサービス品質の次元に関するセク
ションで説明する (38 ページの「例 : Sun Cluster」を参照 )
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表 2-1 Java Enterprise System サーバーの依存関係

Java Enterprise System 
コンポーネント

サポートするサーバー 依存するサーバー

Portal Server Identity Server

Application Server または Web 
Server

Directory Server

Portal Server のチャネルを使用す
るように設定されている場合

Calendar Server
Messaging Server
Instant Messaging

Messaging Server Calendar Server ( 電子メー
ル通知用 )

Portal Server ( メッセージ
ングチャネル用 )

Identity Server ( シングルサインオ
ン用 )

Web Server (Web インタフェース )

Directory Server

Instant Messaging Portal Server ( インスタン
トメッセージングチャネル
用 )

Identity Server ( シングルサインオ
ン用 )

Directory Server

Calendar Server Portal Server ( カレンダ
チャネル用 )

Messaging Server ( 電子メール通
知サービス用 )

Identity Server ( シングルサインオ
ン用 )

Web Server (Web インタフェース )

Directory Server

Identity Server Portal Server

シングルサインオン用に設
定されている場合

Calendar Server
Instant Messaging
Messaging Server

Application Server または Web 
Server

Directory Server

Application Server Portal Server

Identity Server

Message Queue

Directory Server ( オプション )

Message Queue Application Server Directory Server ( オプション )
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システムサーバーの構造

各 Java Enterprise System サーバーはそれぞれ異なるサービスを提供しますが、すべ

てのシステムサーバーに共通する特徴があります。一般的に、各システムサーバーで
は次のような種類のソフトウェアコンポーネントまたはサブコンポーネントを使用し
ます。

• システムサービスサブコンポーネント

• サポートサービスサブコンポーネント

• 共有コンポーネント

次の図にこれらのサブコンポーネントを図式化して示し、この後のセクションで各サ
ブコンポーネントについて簡単に説明します。

Web Server Portal Server

Identity Server

Identity Server ( オプション : アク
セス制御 )

Directory Server Portal Server

Calendar Server

Messaging Server

Instant Messaging

Identity Server

なし

表 2-1 Java Enterprise System サーバーの依存関係 ( 続き )
Java Enterprise System 
コンポーネント

サポートするサーバー 依存するサーバー
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図 2-6 Java Enterprise System サーバーの構造

システムサービスサブコンポーネント
各 Java Enterprise System サーバーから提供される主要なシステムサービスの概要は、

18 ページの表 1-1 にまとめています。

各サーバーでは、提供するサービスをそれぞれ独自の方法で実装しています。Java 言
語で記述されるサーバーもあれば、C や C++ で記述されるサーバーもあります。ま

た、1 つのサブコンポーネントを使用して固有のシステムサービスを実装するサー

バーもあれば、多数のサブコンポーネントを使用するサーバーもあります。たとえば、
Portal Server ではリライタ、デスクトップ、および NetMail の各サブコンポーネント

を使用して、Portal Server の主要なシステムサービスを提供します。

サポートサービスサブコンポーネント
各システムサーバーには、システムサービスが依存する各種のサポートサービスを提
供するサブコンポーネントが数多く含まれています。図 2-6 に示したサポートサービ

スは、通常、Java Enterprise System から提供される分散型のインフラストラクチャ

サービスに対応しています。たとえば、次のような依存関係があります。

• 接続サービスはネットワークトランスポートサービスに依存し、ミドルウェア
メッセージングサービスを必要とする場合もある

• セキュリティサービスは通常、持続サービスの他にアイデンティティサービスと
ポリシーサービスに依存する

• リソースマネージャサービスはプラットフォームサービスに依存する 

Java Enterprise System 

/
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サポートサービスは、ほかの Java Enterprise System サーバーによって外部から提供

されることもあります。ただし、多くの場合は、サーバーの内部にサポートサービス
が実装されます。Java Enterprise System の目的は、共通の内部サービスを抽出して、

これらをロガーサービスや通信サービスなどのようなシステムレベルのサービスとし
て実装することです。

共有コンポーネント
ほとんどの Java Enterprise System サーバーでは、サポートサービスのほかに、多数

のローカルサービスにも依存しています。これらのサービスは、多くの場合、異なる
オペレーティングシステム間の移植性を提供するために使用されます。これらのサー
ビスの実体は、特定のコンピューティングノード上で実行されるすべてのシステム
サーバーが使用できる共有コンポーネントとしてローカルにインストールされたライ
ブラリです。Java Enterprise System の共有コンポーネントの例として、Java 2 
Platform, Standard Edition (J2SETM プラットフォーム )、Netscape Portable Runtime 
(NSPR)、Network Security Services (NSS)、Network Security Services for Java (JSS) な
どがあります。完全なリストについては、76 ページの「共有コンポーネント」を参照

してください。

次元 3 : サービス品質
すでに説明したアーキテクチャの 2 つの次元 ( 論理層およびインフラストラクチャ

サービスレベル ) では、主にアーキテクチャの論理的な面を定義しました。つまり、

サービスをエンドユーザーに配信するためにどのような方法で対話するか、あるいは
どのようなコンポーネントが必要であるかを定義しました。一方、配備されるソ
リューションで同様に重要な次元は、サービス品質の要件を満たすためのソリュー
ションの機能です。

ビジネスの運営におけるインターネットサービスや e- コマースサービスの重要性が増

しているため、これらのサービスのパフォーマンス、可用性、セキュリティ、スケー
ラビリティ、および保守性は、高いパフォーマンスを備えた大規模な配備アーキテク
チャの重要な要件になりました。

言い換えると、多数の重要なサービス品質に関連するビジネス上の要件を満たすこと
が、配備アーキテクチャにとって重要な次元になりました。この品質は、次の表にま
とめたサービス品質の要件を指定するために最もよく使用されます。

表 2-2 次元 3 : 配備アーキテクチャに影響を与えるサービス品質

システムの品質 説明

パフォーマンス ユーザーの負荷条件に関する応答時間の測定
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配備アーキテクチャに影響を与えるシステムの各種の質は、密接に関連しています。1 
つのシステムの質に関する要件は、他のシステムの質に関する要件や設計に影響を与
えることがあります。たとえば、セキュリティのレベルを上げるとパフォーマンスに
影響を与える可能性がありますが、これに伴って可用性にも影響が生じます。可用性
の問題に対処するためにサーバーを追加すると、保守コスト ( 保守性 ) に影響を与え

る可能性があります。

ビジネスの要件と制約の両方を満たすアーキテクチャを設計するには、システムの複
数の質が相互に関連する仕組み、およびこれらのかね合いを理解しておくことが重要
です。

可用性 システムのリソースやサービスがエンドユーザーにアクセス
可能になる頻度、およびシステムの稼働時間として認識され
る頻度の測定

セキュリティ システムとそのユーザーの整合性を記述する要素の複雑な組
み合わせ。セキュリティには、セキュリティ保護された情報
のトランスポート、およびユーザーの認証と承認が含まれる

スケーラビリティ 配備されたシステムに対して、随時、容量を拡張したりユー
ザーを追加したりする機能。通常、スケーラビリティにはシ
ステムへのリソースの追加が含まれるが、追加時に配備アー
キテクチャを変更する必要はない

潜在的な容量 システムでリソースを追加せずに、異常なピーク負荷使用を
処理する機能

保守性 配備されたシステムを簡単に管理できる機能。システムの監
視、発生した問題の修復、ハードウェアおよびソフトウェア
のコンポーネントのアップグレードなどの作業が含まれる

表 2-2 次元 3 : 配備アーキテクチャに影響を与えるサービス品質 ( 続き )

システムの品質 説明
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サービス品質の要件の適用
表 2-2 に示したシステムの質に対するサービス品質の要件は通常、システム全体のレ

ベルで記述されます。つまり、システム全体に適用されます。ただし、ソフトウェア
システムの全体的な機能は、システム内のさまざまなアプリケーションコンポーネン
トやインフラストラクチャコンポーネント間の複雑な対話の結果です。

このため、サービス品質の要件は通常、1 つのアーキテクチャ内のすべてのインフラ

ストラクチャサービスレベルで、すべての層に対して適用されます。多くの場合、こ
れらの要件は、コンポーネント単位でコンポーネントに適用されます。

たとえば、高可用性を想定しているシステムの場合、障害発生の可能性がシステム内
でもっとも高いポイントを検討し、他への影響がもっとも大きいこれらの障害への対
策にまず重点を置く必要があります。このようなハイリスクのコンポーネントに対す
る高可用性ソリューションは、使用頻度が低いコンポーネントまたはシステム全体に
影響する障害が発生しないコンポーネントに対する高可用性ソリューションよりも、
要求される条件が厳しくなります。

同じような問題は、パフォーマンス、セキュリティ、およびスケーラビリティを検討
するときにも発生します。システム内の潜在的な弱点やボトルネックを理解し、シス
テム内の各コンポーネントに適切なアーキテクチャソリューションを組み込むには、
十分な分析が必要です。

例 : Sun Cluster
Java Enterprise System コンポーネントの 1 つである Sun Cluster が、サービス品質の

アーキテクチャの具体的な次元に対応しています。

Sun Cluster ソフトウェアは、Java Enterprise System および Java Enterprise System イ
ンフラストラクチャに基づいたアプリケーションに対する高可用性サービスおよびス
ケーラビリティサービスを提供します。

クラスタは、緩やかに結合したコンピューティングノードのセットであり、サービス、
システムリソース、およびデータの単一のクライアントビューを一括して提供します。
クラスタの内部では、冗長コンピューティングノード、インターコネクト、データ格
納域、およびネットワークインタフェースを使用して、クラスタベースのサービスお
よびデータに高可用性を提供します。クラスタソフトウェアは、メンバーノードおよ
びその他のクラスタリソースの健全性を継続的に監視し、内部の冗長性を利用して、
障害の発生時にもクラスタリソースへのほぼ連続するアクセスを提供します。

また、Cluster エージェントはクラスタによってホストされるソフトウェアサービスを

継続的に監視します。障害の発生時に、これらのソフトウェアエージェントはフェイ
ルオーバーとして機能するか、監視しているサービスを再起動します。Cluster エー

ジェントはすべての Java Enterprise System サーバーに対応しているので、Java 
Enterprise System インフラストラクチャの最上位で実行される分散型のコンポーネン
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トまたはサービスの実装用としてカスタム Cluster エージェントを記述できます。

Cluster ソフトウェアは、このようにして高可用性サービスを提供します。なお、これ

はサービスレベルでの高可用性であり、セッションレベルのフェイルオーバー機能は
提供されていません。

Cluster ソフトウェアによる制御が行なわれるので、クラスタでスケーラビリティサー

ビスを提供することもできます。クラスタのグローバルファイルシステムおよびクラ
スタ内の複数のノードの機能を利用して、インフラストラクチャサービスやアプリ
ケーションサービスを実行することにより、サービスの複数の並行インスタンス間で、
これらのサービスに対して増加する要求のバランスを取ることができます。したがっ
て、正しく設定されていれば、Cluster ソフトウェアは分散型のエンタープライズアプ

リケーションに高可用性とスケーラビリティの両方を提供できます。

Cluster サービスをサポートするには冗長性が必要となるため、ソリューションに 
Cluster サービスを組み込むと、ユーザーのコンピューティング環境に与える影響が大

きくなります。つまり、Cluster サービスを組み込むと、ユーザーの物理トポロジで必

要となるコンピューティングノードとネットワークリンクの数が大幅に増加します。

Java Enterprise System サーバーから提供されるサービスとは異なり、Cluster サービ

スは分散型のピアツーピアサービスです。したがって、Cluster ソフトウェアは、クラ

スタ内のすべてのコンピューティングノードにインストールする必要があります。

3 つの次元の統合
ここまでの各セクションでは、アーキテクチャの 3 つの次元について個別に説明して

きましたが、これらを統合すると、アーキテクチャ設計におけるアプリケーションや
インフラストラクチャコンポーネントの役割の理解に役立つフレームワークが形成さ
れます。

基本的に、配備アーキテクチャの各論理層 ( 最初の次元 ) 内の分散型コンポーネント

は、適当なインフラストラクチャサービス (2 番目の次元 ) からサポートされている必

要があります。この 2 つの次元のマトリックス内にある各コンポーネントは、サービ

ス品質 (3 番目の次元 ) の要件を満たすように配備する必要があります。

次の図に、これらの 3 つの次元が統合された状態を概念的に示します。
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図 2-7 Java Enterprise System アーキテクチャにおける 3 つの次元の統合 

このフレームワークで、たとえば Directory Server はバックエンドおよび下位レベル

の Java Enterprise System コンポーネントとして分類されます。したがって、その他

の多くのコンポーネントは Directory Server に依存することになり、Directory Server 
に障害が発生すると、ビジネスシステムに非常に大きな影響が生じます。このため、
Directory Server は高可用性である必要があります。

Directory Server はユーザーや設定に関する機密情報の格納に使用されるため、セキュ

リティが侵害された場合にも重大な影響が生じます。このため、Directory Server およ

び使用するすべての通信チャネルに高度なセキュリティ保護を適用する必要がありま
す。

図 2-7 に示したアーキテクチャのフレームワークを使用する設計方法の概要は、この

マニュアルでは扱っていません。ただし、3 次元のアーキテクチャを見ることで、

Java Enterprise System 使用による分散型エンタープライズ配備の提供を理解するうえ

で重要な Java Enterprise System の一面が明らかになります。
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この章では、Java Enterprise System から提供される次の 2 つのシステムレベルの機能

を理解するために必要な、概念的および技術的な背景について説明します。

• 41 ページの「Java Enterprise System の統合インストーラ」

• 44 ページの「統合されたアイデンティティサービスとセキュリティサービス」

これらの 2 つの機能は、複数の Java Enterprise System コンポーネントを 1 つのソフト

ウェアシステムに統合するための重要な役割を果たします。

Java Enterprise System の統合インストーラ
Java Enterprise System のすべてのコンポーネントは、1 つのインストーラを使用して

インストールされます。このインストーラにより、インストールとアンインストール
の手順の一貫性、およびすべてのコンポーネント間の動作の一貫性を保つことができ
ます。

Java Enterprise System のインストーラは、Java Enterprise System ソフトウェアを 1 
つのホストシステムに転送する統合フレームワークです。これを使用すると、操作環
境内にある任意のコンピューティングノードに必要な Java Enterprise System コン

ポーネントを選択して、これらのコンポーネントを目的のコンピュータにインストー
ルできます。分散型の環境を設定するには、Java Enterprise System のインストーラを

使用して、作業環境内の各ノードに適切なコンポーネントをインストールします。こ
のとき、一度に 1 つのノードに対してインストールを実行します。

このインストーラは、グラフィカルベースおよびテキストベースの両方のモードで対
話的に実行できる一方、パラメータ駆動型のサイレントインストールモードでも実行
できます。また、英語の他に、フランス語、ドイツ語、スペイン語、韓国語、簡体字
中国語、繁体字中国語、および日本語の 7 つの言語をサポートしています。
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ここでは、Java Enterprise System の統合インストーラに関する次の点について説明し

ます。詳細については、『Java Enterprise System インストールガイド』を参照してく

ださい。

• 「すでに存在するソフトウェアの確認」

• 42 ページの「依存性の確認」

• 43 ページの「初期設定」

• 43 ページの「アンインストール」

すでに存在するソフトウェアの確認
インストーラは複数のレベルでチェックを実行して、すでにインストールされている
すべてのコンポーネントが、相互に正常に機能するように適切なリリースレベルにあ
るかどうかを確認します。

インストーラは、インストール先のコンピュータを検証し、すでにインストールされ
ている Java Enterprise System コンポーネント製品を確認します。これにより、互換

性がなく、アップグレードまたは削除する必要があるコンポーネントが表示されます。

同様に、インストーラは J2SE や NSS などの Java Enterprise System 共有コンポーネン

ト (36 ページの「共有コンポーネント」を参照 ) がインストールされているかどうか

を確認します。インストーラが互換性のないバージョンの共有コンポーネントを検出
すると、そのリストが表示されます。インストールを続行すると、インストーラに
よって、自動的に共有コンポーネントが新しいバージョンにアップグレードされます。

依存性の確認
インストールしたコンポーネントが正常に機能するように、インストーラはコンポー
ネント間のチェックを広範囲に行います。

多くのコンポーネントには、ほかのコンポーネントに対する依存性があります。イン
ストーラは、これらの依存性を満たすためのロジックを備えています。このため、イ
ンストールするコンポーネントを選択すると、インストーラでは選択したコンポーネ
ントに依存関係のあるコンポーネントおよびサブコンポーネントが自動的に選択され
ます。

選択したコンポーネント間にローカルな依存関係がある場合、このコンポーネントを
選択解除することはできません。ただし、ローカルの依存関係ではない場合は、ア
ラートメッセージが表示されますが操作は続行できます ( これは、別のホストコン

ピュータ上のコンポーネントによって依存関係が満たされるという前提に基づいてい
る )。
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初期設定
多くの Java Enterprise System コンポーネントでは、起動する前に一定の初期設定が

必要になります。コンポーネント製品によっては、Java Enterprise System のインス

トーラでこのような初期設定を実行できます。

インストーラで「今すぐ設定」を選択すると、この初期設定を実行できます。「あとで
設定」を選択して初期設定を省略することもできますが、この場合はインストールの
完了後に手動で初期設定を行う必要があります。

「今すぐ設定」を選択した場合、インストール時に設定情報が必要になります。具体的
には、管理者 ID やパスワードなど、すべてのコンポーネント製品に共通する一連の

パラメータ値を指定できます。

アンインストール
Java Enterprise System には、アンインストールプログラムも用意されています。この

プログラムを使用して、Java Enterprise System のインストーラによってローカルコン

ピュータにインストールされたコンポーネント製品を削除できます。アンインストー
ラは依存関係を確認し、依存関係が検出された場合はアラートメッセージを出力しま
す。インストーラと同様、アンインストーラはグラフィカルベース、テキストベース、
またはサイレントモードで実行できます。
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統合されたアイデンティティサービスとセキュ
リティサービス

Java Enterprise System の重要な機能として、ユーザーアイデンティティの統合管理、

統合された認証、および承認フレームワークがあります。

次の各項では、Java Enterprise System から提供される、統合されたアイデンティティ

サービスとセキュリティサービスを理解するための技術的な背景について説明します。

• 「シングルユーザーアイデンティティ」

• 45 ページの「ディレクトリの基本」

• 48 ページの「認証と承認」

• 50 ページの「設定の問題」

シングルユーザーアイデンティティ
Java Enterprise System 環境では、エンドユーザーに単一アイデンティティが割り当て

られています。ユーザーは、このアイデンティティに基づいて、ポータルなどの各種
のリソース、Web ページ、さらにメッセージング、カレンダ、インスタントメッセー

ジングなどのサービスへのアクセスが許可されます。

この統合されたアイデンティティとセキュリティ機能は、Directory Server、Identity 
Server、およびその他の Java Enterprise System コンポーネント間の密接な共同作業に

基づいています。

Java Enterprise System のサービスやリソースにユーザーがアクセスできるのは、ユー

ザーリポジトリまたはディレクトリのシングルユーザーエントリにユーザー固有の情
報が格納されているためです。このユーザー固有の情報には、一意の名前とパスワー
ド、電子メールアドレス、組織内での役割、Web ページの設定などが含まれます。

ユーザーエントリ内の情報を使用して、ユーザーを認証したり、特定リソースへのア
クセスを承認したり、そのユーザーに各種のサービスを提供したりできます。

Java Enterprise System では、ユーザーエントリは Directory Server によって作成され

るディレクトリに格納されます。ユーザーが Java Enterprise System コンポーネント

から提供されるサービスを要求すると、そのサービスでは Identity Server を使用して

ユーザーを認証し、特定リソースへのアクセスを承認します。次の図に示すように、
要求されたサービスでは、要求したユーザーのディレクトリエントリで、要求された
機能の実行に必要な情報を検索できます。
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図 3-1 ディレクトリ内のシングルユーザーエントリによる多数のサービスのサポート

このシステムによって可能になる機能の 1 つに、ユーザーが Web ベースですべての 
Java Enterprise System サービスにサインオンできる機能、つまり他のシステムサービ

スに対しても自動的に認証される機能があります。Java Enterprise System から提供さ

れる、この強力な機能はシングルサインオンと呼ばれます。

ディレクトリの基本
ディレクトリは、データの書き込みよりもデータの読み込みに対して最適化された特
殊なデータベースです。ほとんどのディレクトリは、業界標準のプロトコルである 
LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) に基づいています。ユーザーアカウン

トは、ディレクトリ内のエントリです。

LDAP ディレクトリでは、データを階層ディレクトリ構造に格納します。データは、

一連の属性およびそれぞれの属性値によって構成されるエントリに格納されます。た
とえば、ユーザーエントリには sn ( 姓 )、telephoneNumber、userPassword などの属性

があります。ディレクトリエントリでは、人、組織、ハードウェアデバイス、ソフト
ウェア設定、またはその他のオブジェクトを記述できます。

1 つのオブジェクトを記述する一連の属性、つまり 1 つのオブジェクトの一連の特徴

は LDAP オブジェクトクラスと呼ばれます。たとえば、ユーザーエントリ内にある上

記の属性は person オブジェクトクラスによって定義されます。1 つのディレクトリに

格納できる一連のオブジェクトクラスおよびこれらに対応する属性は、集合的にディ
レクトリスキーマと呼ばれます。

一般的にビジネスサービスの設計者が、そのサービスに必要なディレクトリエントリ
の種類、およびそのエントリに必要な属性値を決定します。また、設計者は、その
ディレクトリを特徴づける階層の種類も決定します。サービスがディレクトリ内のエ
ントリを検索するには、この階層構造を認識する必要があります。

Directory
Server

User
EntriesUser

Entries

Identity
Server
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エンドユーザーの属性を格納するディレクトリの場合、ディレクトリスキーマには、
企業、組織、および組織単位のオブジェクトクラスと属性が含まれることがあります。
個々のユーザーが属する組織内のグループを定義するためのオブジェクトクラスが存
在することもあります。

したがって、ディレクトリスキーマには、ディレクトリデータを表現したり、特徴づ
けたりするために必要なすべてのオブジェクトクラスと属性が含まれます。ディレク
トリスキーマでは、属性値のデータ型および形式も指定します。

実際には、多くのビジネスニーズに対応する標準 LDAP スキーマが事前に用意されて

いるので、ビジネスサービスの設計者がディレクトリスキーマを最初から作成する必
要はほとんどありません。ただし、アプリケーションまたはサービスでこのような標
準に含まれていないユーザー属性が必要になる場合は、設計者が標準スキーマを拡張
する、特定のサービスに固有のオブジェクトクラスを定義します。たとえば、ほとん
どすべての Java Enterprise System サービスでは、標準スキーマを拡張しています。

Directory Server のスキーマ

Java Enterprise System のディレクトリサービスは、LDAP ディレクトリを実装する 
Directory Server によって提供されます。Directory Server はデフォルトで、LDAP 標
準 (LDAPv3) に基づくスキーマおよび Directory Server 固有の追加の拡張機能を提供

します。LDAPv3 スキーマでは、人間指向型の観点 ( 人、組織、グループなど ) を反

映する一連のコアオブジェクトクラスおよび属性を定義します。

Directory Server のデフォルトのスキーマには、スキーマ自体を定義するため、および 
Directory Server を設定するためのオブジェクトクラスおよび属性も含まれています。

Java Enterprise System のすべてのサービスでは、デフォルトのスキーマで指定された

オブジェクトクラスおよび階層構造ルールを使用できます。ただし、特定のユーザー
について同じエントリにユーザー固有の情報を格納する各種のサービスの場合、この
ようなサービスに必要なすべての属性を含めることができるように、デフォルトのス
キーマを拡張する必要があります。

ディレクトリ情報ツリー

Java Enterprise System から提供されるアイデンティティ、セキュリティ、およびその

他のサービスを使用するには、どのような構造でディレクトリ内のユーザー情報を保
持するかを計画する必要があります。そのためには、ディレクトリ情報ツリー (DIT) 
を設計します。DIT は、企業の組織を反映する階層構造です。DIT は、サービスによ

るディレクトリ内の情報の検索方法、およびユーザーによるディレクトリの配備や管
理にも影響を与えます。

ディレクトリツリーによって、ユーザーデータがグループ、人、地理的位置などを基
準にしてまとめられます。次の図に、ディレクトリ情報ツリーの例を示します。



統合されたアイデンティティサービスとセキュリティサービス

第 3 章 システムレベルの機能 47

図 3-2 DIT 構造の例

図 3-2 に、上下を逆にした木のような形のディレクトリツリーが示されています。こ

のディレクトリツリーの一番上にあるルートは、ルートサフィックスと呼ばれます。
サフィックスとは分岐またはサブツリーのことであり、その内容全体がディレクトリ
管理タスクで 1 つの単位として扱われます。たとえば、1 つのサフィックス全体を 1 
回の操作で初期化できます。ロードバランスやフェイルオーバーのための索引化や
ディレクトリのレプリケーションは、サフィックスのレベルで実行されます。

ほとんどの場合、上記の図の example.com に当たるルートサフィックスは主要な組織

ドメインまたはネットワークドメインを表します。図 3-2 のドメインレベルの下位に

は組織単位 (people) が含まれる 2 つの組織分岐があり、さらにその下位にはユーザー

エントリが含まれています。各分岐点はディレクトリエントリを表していて、それぞ
れの 1 つまたは複数の属性に基づいて名前が決められます。たとえば、o=org1 は、こ

のエントリの o ( 組織 ) 属性の値が org1 であることを表しています。属性名 dc ( ドメ

インコンポーネント )、ou ( 組織単位 )、uid ( ユーザー ID)、および cn ( 共通名 ) は、

ディレクトリのスキーマに定義されている標準属性名です。

1 つのエントリで、任意の属性に複数の値を割り当てることができます。たとえば、

cn=Mattew Doe と cn=Matt Doe、あるいは dc=example と dc=com といった値を割り当

てることができます。一般的には、図 3-2 に示した分岐点の他に、グループ x のメン

バを一覧表示する ou=groupx という分岐が存在します。これは、特定のリソースにア

クセスするための基本的な情報になります。たとえば、ユーザーを管理レベルごとに
グループ化できます。

o=org2

o=lowerorg
ou=people

dc=example,dc=com

o=org1

ou=people

uid=user1 uid=user2 uid=user3 uid=user4
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エントリを指定するには、ディレクトリツリーでのエントリのフルパスを指定します。
たとえば、user3 のフルパスは uid=user3, ou=people, o=org2, dc=example, dc=com 
になります。このフルパスは、エントリの識別名 (DN) と呼ばれます。

ディレクトリツリーの設計時には、対象となる組織の実態を正しく表している構造を
使用する必要があります。これにより、企業の実態を十分に反映した分岐の管理また
はレプリケーションが可能になります。また、後で変更する可能性が低い名前を選択
する必要があります。

認証と承認
Java Enterprise System の認証サービスおよび承認サービスは、Identity Server から提

供されます。Identity Server は、Directory Server の情報を使用して、Java Enterprise 
System の Web サービスまたは企業内におけるその他の Web ベースのサービスとユー

ザーとの対話を仲介します。

Identity Server の機能を実行するには、Directory Server から提供されるデフォルトの

スキーマに対する拡張機能が必要です。これらの拡張機能により、Identity Server の
認証サービスと承認サービスのポリシー、役割、およびその他の特徴を定義するため
に必要なオブジェクトクラスが提供されます。

Identity Server は、ポリシーエージェントと呼ばれる外部コンポーネントも使用しま

す。ポリシーエージェントは、サービスをホストする Web サーバーまたは Identity 
Server によってセキュリティ保護されているリソースにプラグインとして追加されま

す。ユーザーがセキュリティ保護されたリソースに対する要求を送信したときに、ポ
リシーエージェントは Identity Server の代わりに対話を仲介します。Messaging 
Server や Calendar Server などの一部の Java Enterprise System コンポーネントでは、

ポリシーエージェントの機能はコンポーネントとして構築されています。

認証

Identity Server には、HTTP または HTTPS を介して企業内の Web サービスへのアク

セスを要求したユーザーのアイデンティティを検証する認証サービスが含まれていま
す。たとえば、企業の従業員が同僚の電話番号を調べる必要がある場合に、ブラウザ
を使用してその企業のオンライン電話帳にアクセスします。電話帳サービスにログイ
ンするには、ユーザーが自分のユーザー ID とパスワードを入力する必要があります。

図 3-3 に、認証が行なわれる順序を示します。ポリシーエージェントは、認証サービ

スに要求を送信して、電話帳へのログオン要求を仲介します。認証サービスでは、
Directory Server に格納されている情報と照合して、ユーザー ID とパスワードを確認

します。ログイン要求が有効と認められると、そのユーザーは認証され、企業の電話
帳が表示されます。ログイン要求が有効と認められない場合は、エラーが生成されて
認証に失敗します。認証サービスでは、HTTPS を介した信用情報ベースの認証もサ

ポートしています。
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図 3-3 認証の例

シングルサインオン

すでに説明した認証の例では、重要な手順が省略されています。ユーザーの認証要求
が検証されると、Identity Server のセッションサービスが起動します。セッション

サービスによってセッショントークンが生成され、ここにユーザーのアイデンティ
ティ情報およびトークン ID が保持されます。セッショントークンはポリシーエー

ジェントに返され、さらに認証要求を発行したブラウザに Cookie として転送されま

す。

認証されたユーザーがセキュリティ保護された別のサービスにアクセスしようとする
と、ブラウザはセッショントークンを対応するポリシーエージェントに渡します。ポ
リシーエージェントはセッションサービスを使用して、そのユーザーの以前の認証が
現在も有効であることを確認します。これにより、ユーザー ID およびパスワードの

再入力を求めずに、そのユーザーに対して別のサービスへのアクセスが許可されます。
ポリシーエージェント機能が組み込まれている Java Enterprise System コンポーネン

トの場合、シングルサインオンプロセスは基本的に同じです。

したがって、ユーザーは 1 回のサインオンだけで、Java Enterprise System が提供する 
Web ベースの複数のサービスから認証されます。シングルサインオンは、ユーザーが

明示的にサインオフするか、セッションが期限切れになるまで有効です。

承認

Identity Server には、Java Enterprise System の Web ベースのリソースに対するアク

セス制御を提供するポリシーサービスも含まれています。次の図に、承認が行なわれ
る順序を示します。
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図 3-4 承認の例

認証されたユーザーが Identity Server によってセキュリティ保護されたリソースに対

する要求を発行すると、ポリシーエージェントはポリシーサービスに通知します。ポ
リシーサービスでは、Directory Server の情報を使用して、そのユーザーにリソースへ

のアクセス権があるかどうかを確認するために、そのリソースに適用されるアクセス
ポリシーを評価します。ポリシーとは、特定の条件下で特定のリソースへのアクセス
が承認されるユーザーが記述されたルールです。

Identity Server を使用すると、1 つの企業内のポリシーを定義、変更、付与、取り消

し、および削除することができます。ポリシーは Directory Server に格納され、組織

エントリのポリシー関連の属性によって設定されます。ロールは、ユーザーに対して
定義したり、ポリシー定義に組み込んだりできます。

ポリシーは、Identity Server のポリシーエージェントによって適用されます。ポリ

シーサービスがアクセス要求を拒否すると、ポリシーエージェントは要求を発行した
ユーザーがセキュリティ保護されたリソースへアクセスすることを禁止します。

設定の問題
ユーザーの認証、特定のリソースに対するアクセスの承認、およびユーザーへのさま
ざまなサービスの提供に必要なユーザーデータを格納できるように Java Enterprise 
System の環境を設定するには、ディレクトリスキーマの拡張およびユーザーのプロビ

ジョニングという 2 つの重要な操作を実行する必要があります。

ディレクトリスキーマの拡張

各ユーザーの環境で Java Enterprise System のサービスおよびカスタムサービスをサ

ポートするには、Directory Server のデフォルトのスキーマには含まれていないオブ

ジェクトクラスと属性が必要になります。
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たとえば、Identity Server ではポリシーサービスを実行するための特殊なオブジェク

トクラスと属性が必要になり、Messaging Server と Calendar Server の両方では 
Identity Server の場合よりも多くのスキーマ拡張機能が必要になります。

通常、Java Enterprise System のインストーラはこれらの拡張機能に対応しています。

たとえば、Identity Server のインストール時に、Directory Server のデフォルトのス

キーマに必要なスキーマをインポートする初期設定スクリプトをインストーラで実行
できます。Portal Server および Instant Messaging のインストール時に、インストーラ

は Identity Server のスキーマを自動的に拡張します。ただし、Messaging Server また

は Calendar Server をインストールする場合は、comm_dssetup スクリプトを手動で実

行して、Identity Server のスキーマに必要な追加スキーマをインポートする必要があ

ります。

Java Enterprise System インフラストラクチャのサポートが必要なカスタムサービスを

開発する場合に、これらのサービスで追加のスキーマ拡張機能が必要なときには、
Directory Server の各種ツールで必要に応じてディレクトリスキーマを拡張できます。

たとえば、Directory Server のコンソール、つまりグラフィカルユーザーインタフェー

スを使用して新しいスキーマを追加したり、LDIF (LDAP Interchange Format) ファイ

ルに新しいスキーマ要素を定義したりできます。このスキーマ要素は、Directory 
Server の ldapmodify コマンドを使用して、ディレクトリスキーマにインポートでき

ます。

ユーザーのプロビジョニング

エンドユーザーがシステムサービスにアクセスして、これを使用できるようにするこ
の操作は、ユーザーのプロビジョニングと呼ばれます。プロビジョニングでは、階層
内に各ユーザーのエントリを作成します。ユーザーエントリには、そのユーザーがア
クセスするサービスで必要となる、ユーザー固有のすべての属性値が指定されている
必要があります。

注 Java Enterprise System が登場する前に使用されていたバージョンの 
Messaging Server および Calendar Server では、Java Enterprise System で
サポートされるスキーマ (Schema 2) とは異なるスキーマ (Sun ONE LDAP 
Schema 1) とディレクトリツリー構造が使用されています。したがって、
古いバージョンのディレクトリ内のデータを維持すると同時に、Java 
Enterprise System から提供される認証サービス、承認サービス、および
ポータルサービスを使用する場合は、ディレクトリのデータを Schema 2 
に移行する必要があります。Java Enterprise System には、このような移行
を実行するためのユーティリティが用意されています。詳細については、

『Sun Java Systems Communications Services Schema Migration Guide』を
参照してください。
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従来、Java Enterprise System の各コンポーネントは、ほかの製品のディレクトリをそ

れぞれ独自に使用する、独立した製品でした。したがって、各製品には、独自のディ
レクトリにユーザーエントリを作成するため、およびその製品で必要なデータをエン
トリに入力するための独自のツールが用意されていました。

しかし、現在の Java Enterprise System では、Java Enterprise System のすべてのサー

ビスおよびユーザーの環境内で開発されたカスタムサービスに対する、1 つのディレ

クトリ (1 つのユーザーアイデンティティ ) 内の 1 つのユーザーエントリの使用をサ

ポートしています。この機能には、システムで必要なすべてのオブジェクトクラスと
属性をサポートするための拡張が可能な、プロビジョニングツールが必要です。

Identity Server のプロビジョニングツール、Identity Server のグラフィカルな管理コ

ンソール、および amadmin コマンド行ユーティリティは、この要件をサポートするよ

うに設計されています。Identity Server には、追加のオブジェクトクラスとその属性

を新しい「サービス」として登録できる機能があります。Identity Server は、ディレ

クトリのエントリを作成または変更するときに、このような登録情報を使用します。

この登録機能は、Portal Server および Instant Messaging のサービスに対するユーザー

のプロビジョニングをサポートする、Identity Server のプロビジョニングツールを拡

張するために使用されています。ただし、Identity Server のプロビジョニングツール

は、Messaging Server および Calendar Server に対するユーザーのプロジビジョニン

グをサポートするようには拡張されていません。

Java Enterprise System では代わりに、コマンド行による独立したユーザー管理ユー

ティリティを提供しています。このプロビジョニングツールでは、Messaging Server 
および Calendar Server に必要なすべての属性が登録されるため、Messaging Server 
および Calendar Server を含むすべての Java Enterprise System コンポーネントに対す

るユーザーのプロビジョニングを行なうことができます。

新しいユーザーを不定期に追加する場合は、グラフィカルなプロビジョニングツール
が適しています。ただし、多数の新しいユーザーのプロビジョニングが必要な場合、
このようなツールは効率的ではありません。多数のユーザーのプロビジョニングを
バッチ処理するには、ユーザー管理ユーティリティおよび必要なすべてのユーザーエ
ントリデータが格納されている入力ファイルを使用します。

次の表に、Java Enterprise System のプロビジョニングツールの概要を示します。

注 Identity Server の各属性間には特殊な意味上の関係が必要になるため、
Java Enterprise System の配備に Identity Server が含まれている場合は、
バッチ LDIF ファイルを作成して、これを ldapmodify コマンドで 
Directory Server に直接インポートすることによる、ユーザーのプロビ
ジョニングを実行しないでください。代わりに、ユーザー管理ユーティリ
ティを使用してください。
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表 3-1 Java Enterprise System のユーザープロビジョニングツール

ツール 説明 用途

Identity Server コン
ソール

Identity Server で提供さ
れるグラフィカルな管理
インタフェース

Portal Server、Instant Messaging、および Identity 
Server のプロビジョニング。ただし、Messaging 
Server または Calendar Server のプロビジョニングは
対象外
『Sun Java System Identity Server 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照

カスタムサービスのプロビジョニングもサポートす
る
『Sun Java System Identity Server 管理ガイド』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) および
『Identity Server Developer's Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5710) の第 6 章
「Service Management」に記載されている「Service 
Definition」を参照

Identity Server 
amadmin ユーティリ
ティ

Identity Server で提供さ
れる、コマンド行による
管理インタフェース

ユーザー管理ユーティ
リティ
(commadmin)

Identity Server とともに
インストールされる、コ
マンド行によるプロビ
ジョニングツール

特殊なプロビジョニングまたは Messaging Server お
よび Calendar Server のプロビジョニング。その他の
すべての Java Enterprise System コンポーネントに対
するプロビジョニングもサポートするが、ユーザー
が属性とデータ型を把握しておく必要がある
『Sun Java System Communications Services User 
Management Utility Administration Guide』 
(http://docs.sun.com/doc/817-5703) を参照

Directory Server コン
ソール

Directory Server で提供
されるグラフィカルな管
理インタフェース

Directory Server の汎用的なプロビジョニングツー
ル。Java Enterprise System コンポーネントに対する
ユーザーのプロビジョニングには使用できない
『Sun Java System Directory Server Technical 
Overview』 (http://docs.sun.com/doc/817-5217) の第 
3 章「A Quick Look at Directory Server Console」に
記載されている「Managing Entries」を参照

Directory Server 
ldapmodify コマンド

Directory Server で提供
される、コマンド行によ
るディレクトリ管理ツー
ル

Directory Server の汎用的なディレクトリ管理ツー
ル。Java Enterprise System コンポーネントに対する
ユーザーのプロビジョニングには使用できない
『Sun Java System Directory Server Technical 
Overview』 (http://docs.sun.com/doc/817-5217) の第 
4 章「A Quick Look at Directory Server 
Command-Line Utilities」に記載されている
「Adding, Changing, and Deleting Entries」を参照
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Delegated 
Administrator

Messaging Server で提供
されるグラフィカルなプ
ロビジョニングツール

Messaing Server に Schema 1 でプロビジョニングを
行う。Schema 2 との互換性はない。Java Enterprise 
System コンポーネントに対するユーザーのプロビ
ジョニングには使用できない
『iPlanet Delegated Administrator for Messaging and 
Collaboration 1.2 Installation and Administration 
Guide』 (http://docs.sun.com/doc/816-6011-10) を参
照

表 3-1 Java Enterprise System のユーザープロビジョニングツール ( 続き )

ツール 説明 用途
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第 4 章

ライフサイクルの概念

Java Enterprise System ソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成には、図 
4-1 に示すように、ライフサイクルの 3 つの各段階に分類される一連の複雑な作業が含

まれます。

この章では、これらの各段階で行なう作業とともに、次の各段階に関連する概念や用
語について説明します。

• 「要件分析」

• 58 ページの「配備」

• 63 ページの「オペレーション」
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図 4-1 ライフサイクルの各段階
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要件分析
ライフサイクルの要件分析の段階では、ビジネスのニーズに関する分析に基づいて配
備例を作成します。配備例は、配備を設計するための仕様としての役割を果たします。

図 4-1 に示すように、要件分析の段階は 3 つのフェーズに分類されます。

• ビジネス分析。このフェーズでは、提示する配備のビジネス上の目的を定義し、
その目的を達成するために満たす必要があるビジネス上の要件および制約を記述
する。

• 技術上の要件。このフェーズでは、ビジネスの分析の結果を使用して、提示する
配備とユーザーの対話をモデル化するユースケースを作成する。これらのユース
ケースの使用パターンも予測する。また、ビジネスの分析に基づいて、提示する
配備のサービス品質の要件を決定する。サービス品質については、36 ページの表 
2-2 を参照

• 論理設計。このフェーズでは、ユースケースを使用して、エンドユーザーにサー
ビスを提供するために必要な Java Enterprise System インフラストラクチャコン
ポーネントおよび開発されたカスタムコンポーネントを判定する。ユースケース
とその他の要件は、論理アーキテクチャを設計するための基礎になる。論理アー
キテクチャでは、特定のソフトウェアソリューションに必要なすべての分散型コ
ンポーネントおよびインフラストラクチャコンポーネントが記述され、これらの
コンポーネント間の対話が示される

次の図に示すように、論理アーキテクチャは、パフォーマンス、可用性、セキュリ
ティ、およびその他のサービス品質に関する要件と組み合わせて、ユーザーの配備例
にカプセル化されます。ライフサイクルの要件分析段階の詳細については、『Java 
Enterprise System 配備計画に関する白書』を参照してください。
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図 4-2 配備例の要件分析の結果

配備
ライフサイクルの配備段階では、配備例に基づいて配備設計を作成し、これを本稼動
環境に実装、プロトタイプ化、および展開します。

配備プロセスは、ソリューションの論理アーキテクチャだけでなく、パフォーマンス、
可用性、セキュリティ、スケーラビリティ、保守性、およびその他のサービス品質の
要件にも依存しています。言い換えると、配備アーキテクチャにおけるサービス品質
の次元は、配備段階で重要な役割を果たします。

通常、配備プロセスには、1 つのアプリケーションをサポートするために必要な、す

べての層およびすべてのインフラストラクチャサービスレベルのソフトウェアコン
ポーネントが関連します。したがって、物理環境に配備する J2EE コンポーネント、

Web サービス、その他のサーバーなどの特定の分散型アプリケーションコンポーネン

トのほかに、目的のアプリケーションをサポートするために必要な Java Enterprise 
System コンポーネント ( システムコンポーネント ) も配備する必要があります。

一般的に、配備段階では、多数の作業が含まれる複雑な反復プロセスが実行されます。
ここでは、配備段階でのプロセスに含まれる次の 2 つのフェーズについて説明します。

• 「配備設計」

• 60 ページの「配備実装」
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配備設計
配備設計フェーズでは、上位レベルの配備アーキテクチャを作成し、その後に下位レ
ベルの実装設計を作成します。

配備アーキテクチャ

配備アーキテクチャは、配備例に指定されたサービス品質の要件を満たす方法で、論
理アーキテクチャ、つまりアプリケーションの論理的な構築ブロックを物理的なコン
ピューティング環境にマッピングすることによって作成されます。

言い換えると、次の図に示すように、配備例に基づいて配備アーキテクチャが作成さ
れます。

図 4-3 配備例に基づく配備アーキテクチャの作成

このアーキテクチャ設計の特徴の 1 つとして、パフォーマンス、可用性、セキュリ

ティ、およびその他のサービス品質の要件を満たすように、物理環境がサイジングさ
れます。サイジングが完了した後、物理環境内にあるコンピューティングノードにシ
ステムサーバーとアプリケーションコンポーネントを割り当てます。配備アーキテク
チャの作成時には、さまざまなコンピューティングノードの能力、システムのインフ
ラストラクチャサービスの特徴、および総所有コストや総利用コストに対する制限を
考慮に入れる必要があります。

配備例に含まれる Java Enterprise System コンポーネントの数やサービス品質の要件

で要求される事項が多ければ多いほど、設計上、より高機能なコンピューティング
ノードやより広いネットワーク帯域幅が要求されます。ハードウェアが高価でその使
用が制限される場合は、固定コスト ( ハードウェア ) と変動コスト ( 人的リソースの要

件 ) のバランスやサービス品質の各要件のバランスを再検討したり、設計を見直して

効率性を高める必要があります。
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配備アーキテクチャの設計方法は厳密には確立されてないため、試行錯誤の繰り返し
が必要な場合もあります。ユーザーは既存のシステムを段階的に拡張しながら、その
中でボトルネックを見つけ、そのボトルネックを解決するためにハードウェアを調整
したり、アーキテクチャを変更したりします。

配備設計の開始時に、Java Enterprise System は一連のリファレンス配備アーキテク

チャを開発します。参照アーキテクチャは、特定の配備例、つまり特定のサービス品
質の要件が指定された論理アーキテクチャに基づいています。参照アーキテクチャで
は、アプリケーションは、配備例に指定されたサービス品質の要件すべてを満たす方
法で、特定の物理環境に配備されます。パフォーマンステストは、配備例の開発に使
用されたものと同じユースケースのセットに基づいています。

リファレンス配備アーキテクチャまたは複数の参照アーキテクチャの組み合わせに基
づいて、ユーザー独自の配備例の要件を満たす配備アーキテクチャに関する最初の概
要を設計できます。ユーザー独自の配備例と参照アーキテクチャの元になっている配
備例の違いを考慮したうえで、参照アーキテクチャを調整したり、参照アーキテク
チャを参照点として使用したりできます。このようにして、ユーザー独自のサイジン
グの影響、パフォーマンス、セキュリティ、可用性、容量、および保守性のニーズを
評価できます。

実装設計

実装設計によって、配備アーキテクチャの実装に必要な詳細情報が提供されます。実
装設計では、実際のハードウェア、オペレーティングシステム、ネットワーク構造、
および物理環境のその他の特徴も指定します。詳細な設計の仕様の中でも、システム
サービスにアクセスするためのエンドユーザーのプロビジョニングに必要なディレク
トリ情報を指定することがあります。

配備実装
配備実装は実装設計から始まり、一般的に次の作業によって構成されます。

• 「ハードウェアの指定」

• 61 ページの「ソフトウェアのインストール」

• 61 ページの「システムの設定」

• 61 ページの「カスタマイズと開発」

• 62 ページの「テスト」

• 62 ページの「本稼動への展開」

上記の各作業の順序は固定的なものではありません。実際の配備プロセスでは作業の
反復が発生します。ただし、以下の各項では、主要な各配備作業について、これらが
通常実行される順序に従って個別に説明します。
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ハードウェアの指定

実装設計では、物理環境の構成を指定します。たとえば、コンピュータやネットワー
ク設計のほかに、ケーブル、スイッチ、ルータ、ロードバランサなどのネットワーク
ハードウェアや記憶装置などを指定します。これらのハードウェアはすべて、ユー
ザーの Java Enterprise System に基づくソリューションをサポートするハードウェア

プラットフォームとして取り付ける必要があります。

ソフトウェアのインストール

実装設計によって、物理環境内にある各コンピュータノードに配備されるアプリケー
ションコンポーネントと Java Enterprise System コンポーネントが明らかになります。

Java Enterprise System の統合インストーラを使用して、各コンピュータに各種のシス

テムコンポーネントや共有コンポーネントをインストールできます。

このインストーラおよびその機能については、41 ページの「Java Enterprise System 
の統合インストーラ」を参照してください。

システムの設定

さまざまなシステムコンポーネントを統合されたシステムとして連携させるには、多
くのシステム設定作業を完了させる必要があります。個々のシステムコンポーネント
を起動するには、初期設定を行なう必要があります。この初期設定は、最初に起動し
た別のシステムコンポーネントの設定に依存する場合があります。たとえば、Identity 
Server を設定および起動する前に、Directory Server を起動する必要があります。

Identity Server は、Directory Server のディレクトリに書き込まれている LDAP スキー

マの拡張機能に依存しているためです。

常に、各 Java Enterprise System コンポーネントをそれぞれが依存するコンポーネン

トと通信するように設定し、その後に必要な機能セットに対応するように内部で設定
する必要があります。各コンポーネントの可用性の実装に応じて、高可用性も設定す
る必要があります。ユーザーが各種のサービスにアクセスできるように、ユーザーの
プロビジョニングを行なう必要があります。また、認証と承認の制御を設定する必要
があります。

ユーザーのプロビジョニング、認証、シングルサインオン、および承認については、
44 ページの「統合されたアイデンティティサービスとセキュリティサービス」を参照

してください。

カスタマイズと開発

通常、配備例に指定された論理アーキテクチャによって、ソリューションの実装に必
要なカスタマイズおよび開発作業の範囲が決定されます。
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一部のソリューションでは、Portal Server などの既存のシステムサーバーをカスタマ

イズするだけで、目的の機能を実現できることがあります。このような場合には、カ
スタマイズを開始する前に、システムが正しく設定されていることを確認するための
最低限の一連のテストを行ないます。

その他のソリューションでは、Application Server または Web Server 環境で実行され

る J2EE コンポーネントを使用して新しいビジネスサービスおよびプレゼンテーション

サービスを最初から開発する必要があるので、開発は非常に大規模な作業になります。
このような場合には、ソリューションをプロトタイプ化して、開発成果の全体を実装
する前に概念実証テストを実行することをお勧めします。

Java Enterprise System は、大規模な開発を必要とするソリューションの場合に、分散

型コンポーネントまたはビジネスサービスをプログラミングするツールを提供してい
ません。このようなツールは、Java Enterprise System インフラストラクチャからサ

ポートされるアプリケーションのプログラミングとテストを簡素化する Sun Java 
Studio で提供しています。

テスト

カスタマイズまたは開発作業の程度に応じて、一定の時点で配備アーキテクチャを確
認する必要があります。言い換えると、ユースケースと比較してソリューションをテ
ストし、サービス品質の要件を満たすことができることを確認する必要があります。

開発したカスタムサービスが比較的少ない場合 ( つまりほとんど追加設定の必要がな

い配備の場合 )、システムのパイロットテストを実行できます。一方、重要な新規の

アプリケーションロジックを開発してカスタムサービスを作成した場合、このテスト
が大規模なものになる可能性があります。

このテストによって配備アーキテクチャの欠点が判明した場合は、アーキテクチャを
修正してテストを再び実行する必要があります。最終的に、この反復プロセスによっ
て、本稼動環境への配備が可能な配備アーキテクチャおよび実装が完成します。

本稼動への展開

本稼動への展開では、本稼動環境に配備実装を組み入れます。このフェーズでは、本
稼動環境での分散型アプリケーションおよびインフラストラクチャサービスのインス
トール、設定、起動、本稼動システムのエンドユーザーのプロビジョニング、シング
ルサインオンの設定、ポリシーへのアクセスなどを行ないます。通常、まず限定的な
配備を行い、その後に組織全体の実装に移行します。このプロセスでは試験稼動を実
行し、適用する負荷を徐々に増やして、サービス品質の要件を満たしていることを確
認します。
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オペレーション
ライフサイクルのオペレーション段階では、配備されたアプリケーションを実行して、
そのパフォーマンスを監視および最適化したり、アプリケーションをアップグレード
して新しい機能を組み込んだりします。

Java Enterprise System 2004Q2 では、監視および管理のための共通のインフラストラ

クチャ、またはシステム全体を管理するための管理ツールを提供していません。各シ
ステムコンポーネントには、それぞれのオペレーションを設定、調整、または管理す
るための独自の管理ツールが備えられています。将来的には Java Enterprise System 
のシステム全体を管理できるように、開発が進められています。
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付録 A

参照リスト : Java Enterprise System
コンポーネント

この付録には、次のカテゴリごとに、すべての Java Enterprise System コンポーネン

トの参照リストが記載されています。

• Java Enterprise System サーバーコンポーネント : 分散型のエンタープライズアプ
リケーションをサポートするために必要な分散型インフラストラクチャソフト
ウェアサービスを提供するコンポーネント製品

• Java Enterprise System クライアントコンポーネント : Java Enterprise System 
サーバーに対するフロントエンド。管理ツール、およびエンドユーザーのシステ
ムサービスへのアクセスをサポートするために使用されるコンポーネントが含ま
れる

• 共有コンポーネント : 特定のホストコンピュータ上で稼動するすべての Java 
Enterprise System サーバーが共有できるローカルライブラリ

この付録では、上記の 3 つのカテゴリ内で Java Enterprise System コンポーネントをア

ルファベット順に記載しています。

Java Enterprise System サーバーコンポーネント
Java Enterprise System サーバーコンポーネント (Java Enterprise System コンポーネン

ト製品 ) は、分散型のエンタープライズアプリケーションをサポートするために必要

な分散型インフラストラクチャサービスを提供します。

コンポーネント製品のマニュアルを探すには、『Java Enterprise System ドキュメント

ロードマップ』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

Java Enterprise System には、次のサーバーコンポーネントが含まれます。

• Sun Cluster 3.1 4/04 および Sun ONE 用 Cluster エージェント
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• Sun ONE Application Server 7 Update 3、Standard Edtion と Platform Edition

• Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2

• Sun Java System Directory Server 5 2004Q2

• Sun Java System Directory Proxy Server 5 2004Q2

• Sun Java System Identity Server 2004Q2

• Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2

• Sun Java System Message Queue 3.5 Service Pack 1、Enterprise Edtion と Platform 
Edition

• Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2

• Sun Java System Portal Server 6 2004Q2

• Sun Java System Portal Server, Mobile Access 6 2004Q2

• Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access 6 2004Q2

• Sun ONE Web Server 6.1 Service Pack 2

Sun Cluster 3.1 4/04 および Sun ONE 用 Cluster 
エージェント
Sun Cluster ソフトウェアは、SunPlexa システムのコンポーネントです。SunPlex シ
ステムは、Solaris オペレーティングシステムをクラスタオペレーティングシステムに

まで拡張する、ハードウェアおよび Sun Cluster ソフトウェアの統合化ソリューショ

ンです。クラスタまたはプレックスは、緩やかに結合したコンピューティングノード
のコレクションで、データベース、Web サービス、ファイルサービスなどのネット

ワークサービスまたはアプリケーションの単一のクライアントビューを提供します。

クラスタの設定後に、データサービス用の Sun Cluster エージェントとアプリケー

ションをクラスタにインストールして設定することで、可用性の高いデータサービス
を作成します。たとえば、高可用性 Messaging Server データサービスを作成するに

は、Messaging Server 用の Sun Cluster エージェントと Messaging Server コンポーネ

ント製品をインストールして設定します。

Java Enterprise System インストーラでは、Sun Cluster コアおよび Sun Cluster エー

ジェントが、個別にインストール可能なコンポーネントとして提供されます。追加の 
Sun Cluster エージェントは、個別の CD に収録されています。
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Sun ONE Application Server 7 Update 3
Sun ONE Application Server (Application Server) は、アプリケーションサービスと 
Web サービスの開発および配備に使用する J2EE 互換プラットフォームを提供します。

Application Server は、リモートメソッドの呼び出しやその他の実行時サービスなど、

密接に結合された分散型コンポーネント間で行われる対話用のインフラストラクチャ
サービスを提供します。

管理クライアントは、Application Server のインストールとホストするアプリケー

ションの管理および設定に使用する、グラフィカルクライアントとコマンド行管理ク
ライアントを提供します。管理クライアントは、アプリケーションの配備も支援しま
す。

Application Server には、次の 2 つのエディションがあります。

• Standard Edition ( デフォルト ): 複数のアプリケーションサーバーインスタンスを
中央の管理コンソールから管理できる。Web サーバー層のプロキシを通じて Web 
アプリケーショントラフィックを分割する機能も含まれる。管理ドメインごとに
複数のアプリケーションサーバーインスタンスの設定がサポートされる。
Standard Edition アプリケーションサーバーの監視には SNMP を使用できる

• Platform Edition: 1 つのアプリケーションサーバーインスタンス、つまり、Java プ
ラットフォーム用の 1 つの仮想マシン (Java 仮想マシン、JVMTM) に限定される。
複数層の配備トポロジがサポートされているが、Web サーバー層のプロキシは
ロードバランスを行わない。管理ユーティリティは、ローカルクライアントだけ
に限定される

Java Enterprise System インストーラでは、Application Server はインストール可能な

単一のコンポーネントとして提供されます。次の Application Server サブコンポーネ

ントは個別にインストールできます。

• Application Server コア (Standard Edition または Platform Edition)

• Application Server 管理クライアント

• PointBase Server 4.2
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Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2
Sun Java System Calendar Server (Calendar Server) は、企業およびサービスプロバイ

ダ向けの一元化されたカレンダ機能およびスケジュール機能に使用される、スケーラ
ブルな Web ベースのソリューションです。Calendar Server は、個人およびグループ

のカレンダ機能に加え、会議室や機器などのリソースのカレンダ機能をサポートしま
す。

Java Enterprise System インストーラでは、Calendar Server はインストール可能な単

一のコンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Directory Server 5 2004Q2
Sun Java System Directory Server (Directory Server) が提供するディレクトリサービス

を利用すると、イントラネット、ネットワーク、およびエクストラネットの情報を一
元管理できます。Directory Server は既存のシステムに統合され、従業員、顧客、仕入

先、およびパートナー企業の情報の統合化に対応した集中的リポジトリとして動作し
ます。Directory Server を拡張することで、ユーザーのプロファイルや設定情報、およ

びエクストラネットのユーザー認証を管理できます。

Java Enterprise System インストーラでは、Directory Server はインストール可能な単

一のコンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Directory Proxy Server 5 
2004Q2 
Sun Java System Directory Proxy Server (Directory Proxy Server) は、e- コマースソ

リューションに対応したミッションクリティカルなディレクトリサービスの中心的な
コンポーネントです。Directory Proxy Server は、アプリケーション層のロードバラン

スおよびフェイルオーバー機能を利用して、強化されたディレクトリアクセス制御、
スキーマ互換性、および高可用性を提供する、LDAP アプリケーション層のプロトコ

ルゲートウェイです。

Java Enterprise System インストーラでは、Directory Proxy Server はインストール可

能な単一のコンポーネントとして提供されます。
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Sun Java System Identity Server 2004Q2
Sun Java System Identity Server (Identity Server) は、企業が Web ベースのサービスお

よび Web ベースでないアプリケーションを使用する顧客、従業員、およびパートナー

のデジタル ID の保守プロセスを管理するためのインフラストラクチャを提供します。

これらのリソースは内部および外部の広範なコンピューティングネットワークで利用
される可能性があるため、ID ごとに属性、ポリシー、資格付与が定義および適用され

て、これらのテクノロジへのアクセスが管理されます。

Java Enterprise System インストーラでは、Identity Server はインストール可能な単一

のコンポーネントとして提供されます。次の Identity Server サブコンポーネントは個

別にインストールできます。

• アイデンティティ管理およびポリシーサービスコア : これを使用すると、ユー
ザーアイデンティティを作成および管理したり、ユーザーのアイデンティティに
基づいて Java Enterprise System リソースへのアクセスを許可するためのポリシー
を定義および評価したりできる。このコンポーネントには、Identity Server SDK 
が含まれる

• Identity Server SDK: このソフトウェア開発キット (SDK) は、開発者が企業のニー
ズを満たすように Identity Server をカスタマイズする上で必要となるツールとテ
ンプレートを提供する

• Identity Server 管理コンソール : アイデンティティサービスとポリシー管理を統合
したグラフィカルインタフェースで、ユーザーが Directory Server でユーザーア
カウント、サービス属性、アクセス規則を作成、管理するための単一インタ
フェースとなる

• 連携管理の共有ドメインサービス : ユーザーは、複数の関連するサービスプロバ
イダが提供するアプリケーションに単一の ID でアクセスできる

Sun Java System Instant Messaging 6 2004Q2 
Sun Java System Instant Messaging (Instant Messaging) を使用すると、エンドユー

ザーがインスタントメッセージングやチャットセッションに参加したり、互いにア
ラートメッセージを送信したり、グループのニュースをすぐに共有することが可能に
なります。Instant Messaging は、イントラネットとインターネットの両方で活用でき

ます。

Java Enterprise System インストーラでは、Instant Messaging はインストール可能な

単一のコンポーネントとして提供されます。次の Instant Messaging サブコンポーネン

トは個別にインストールできます。

• Instant Messaging サーバーコア

• Instant Messaging リソース
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• Identity Server Instant Messaging サービス

Sun Java System Message Queue 3.5 Service 
Pack 1
Sun Java System Message Queue (Message Queue) は、アプリケーション間通信およ

び信頼性の高いメッセージ配信に対応した標準ベースのソリューションです。
Message Queue は、オープン標準規格である JMS (Java Message Service) を実装する

企業向けのメッセージングシステムです。

Message Queue の機能は、JMS プロバイダであることに加え、JMS 仕様の最小要件を

満たしています。Message Queue ソフトウェアを使用することで、異なるプラット

フォームおよびオペレーティングシステム上で稼動するプロセスが共通の Message 
Queue メッセージサービスに接続して、情報を送受信できます。アプリケーション開

発者は、ネットワーク間の通信方法に関する低レベルの詳細に注意を奪われることな
く、アプリケーションのビジネスロジックに集中して作業を行うことができます。

Message Queue には、次の 2 つのエディションがあります。

• Enterprise Edition ( デフォルト ): マルチブローカのメッセージサービス、HTTP 
および HTTPS 接続、セキュリティ保護されたスケーラブルな接続、クライアン
ト接続のフェイルオーバー、およびクライアントの C 言語対応に対するサポート
を提供する。このエディションは、大規模な本稼動環境でのメッセージングアプ
リケーションの配備および実行に適している

• Platform Edition: 基本的な JMS サポートを提供し、小規模な配備および開発環境
に適している

Java Enterprise System インストーラでは、Message Queue Enterprise Edition および 
Message Queue Platform Edition は個別にインストール可能なコンポーネントとして

提供されます。

Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2
Sun Java System Messaging Server (Messaging Server) は、企業およびサービスプロバ

イダの両方に対応した、強力な標準ベースのインターネットメッセージングサーバー
です。Messaging Server は、大容量かつ信頼性の高いメッセージ処理を目的として設

計されていて、複数のモジュール ( 複数の電子メールプロトコルをサポートする個別

に設定可能なコンポーネント ) から構成されます。

Java Enterprise System インストーラでは、Messaging Server はインストール可能な単

一のコンポーネントとして提供されます。
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Sun Java System Portal Server 6 2004Q2 
Sun Java System Portal Server (Portal Server) は、アイデンティティに対応したポータ

ルサーバーソリューションです。Portal Server は、セキュリティを実行するユーザー、

ポリシー、アイデンティティ管理、および Web アプリケーションのシングルサインオ

ン、ユーザーコミュニティへのアクセスの各機能をすべて提供します。また、Portal 
Server は個人用のカスタマイズ、集約、セキュリティ、統合、検索などの主なポータ

ルサービスを組み合わせます。内部のリソースとアプリケーションへのセキュリティ
保護されたリモートアクセスを実現する独自の機能により、従業員、企業、消費者向
けの堅牢なポータル配備のための完全なポータルプラットフォームとなっています。

Java Enterprise System インストーラでは、Portal Server はインストール可能な単一の

コンポーネントとして提供されます。Sun Java System Portal Server, Mobile Access は 
Portal Server のサブコンポーネントです。

Sun Java System Portal Server, Mobile Access 
6 2004Q2
Sun Java System Portal Server, Mobile Access (Portal Server, Mobile Access) ソフト

ウェアは、携帯電話や携帯情報端末などのモバイルデバイスに対する Portal Server プ
ラットフォームのサービスおよび機能を拡張します。Portal Server, Mobile Access ソ
フトウェアを使用すると、ポータルサイトのユーザーは Web ブラウザでアクセスする

ときと同じコンテンツを取得できます。Portal Server, Mobile Access は Identity 
Server 管理コンソールを使用します。

Java Enterprise System インストーラでは、Portal Server, Mobile Access は Portal 
Server のサブコンポーネントとして提供されます。
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Sun Java System Portal Server, Secure Remote 
Access 6 2004Q2
Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access (Portal Server, Secure Remote 
Access) は、Portal Server の機能を拡張し、リモートのブラウザからの Portal Server 
コンテンツおよびサービスへのセキュリティ保護されたリモートアクセスを提供しま
す。Portal Server, Secure Remote Access は、任意の Web ブラウザを使用してアクセ

ス可能な、費用効果の高い、セキュリティ保護されたアクセスソリューションです。
ユーザーは、クライアントソフトウェアを用意する必要はありません。Portal Server 
との統合により、ユーザーはセキュリティ保護された暗号を使用して、アクセス権が
あるコンテンツやサービスにアクセスすることができます。

Portal Server, Secure Remote Access は、次のサービスを提供します。

• ゲートウェイ : 外部からのリモートアクセスが可能な企業イントラネットにイン
タフェースとセキュリティバリアを提供する。ゲートウェイは単一のインタ
フェースにより、内部 Web サーバーとアプリケーションサーバーのコンテンツを
リモートユーザーに安全に提供する

• NetFile: リモートアクセス、およびファイルシステムとディレクトリの操作を可
能にするファイルマネージャアプリケーション

• Netlet: インターネットなどのセキュリティ保護されていないネットワークを通じ
て、一般的な TCP/IP サービスを安全に実行できる。Netlet を使用することで、
telnet、SMTP、HTTP、固定ポートアプリケーションなどのアプリケーションを
実行できる

• Ploxylet: ゲートウェイを通じてイントラネットの Web ページにアクセスできるよ
うにする

• Rewriter: Web リンクを転送し、イントラネットの Web ページの扱いに関する
ルールセットを作成することで、イントラネット外から企業イントラネットの 
Web ページへのセキュリティ保護されたアクセスを提供する

Java Enterprise System インストーラでは、Portal Server, Secure Remote Access はイン

ストール可能な単一のコンポーネントとして提供されます。次の Portal Server Portal 
Server, Secure Remote Access コンポーネントは個別にインストールできます。

• Portal Server, Secure Remote Access コア

• ゲートウェイ

• NetFile

• Netlet

• Proxylet

• Rewriter
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Sun ONE Web Server 6.1 Service Pack 2
Sun ONE Web Server (Web Server) は、オープン標準規格に基づいて構築された、マ

ルチプロセスかつマルチスレッド対応のセキュリティ保護された Web サーバーです。

また、Web Server は、あらゆる規模の企業に適用可能な高いパフォーマンス、信頼

性、スケーラビリティ、および管理能力を提供します。Web Server では、JDK 1.4.1、
Java サーブレット 2.3、JavaServer PagesTM (JSPTM) 1.2、HTTP/1.1、PKCS #11、
FIPS-140、168 ビットステップアップ証明書、その他のさまざまなセキュリティベー

ス標準など、広範な Web ソフトウェア標準がサポートされます。

Java Enterprise System インストーラでは、Web Server はインストール可能な単一の

コンポーネントとして提供されます。

Java Enterprise System クライアントコンポーネ
ント

Java Enterprise System クライアントコンポーネントは、Java Enterprise System サー

バーに対するフロントエンドです。管理ツール、およびエンドユーザーのシステム
サービスへのアクセスをサポートするために使用されるコンポーネントが含まれます。

Java Enterprise System には、次のクライアントコンポーネントが含まれます。

• Sun Java System 管理サーバー ( および コンソール ) 5 2004Q2

• Sun Java System Communications Express 6 2004Q2

• Sun Java System Communications Services User Management Utility 6 2004Q2

• Sun Java System Connector for Microsoft Outlook 6

• Sun Remote Services Net Connect 3.1
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Sun Java System 管理サーバー ( および コン
ソール ) 5 2004Q2
Sun Java System 管理サーバーとサーバーコンソールは、企業内の Directory Server お
よびその他のサーバーソフトウェアを管理するためのグラフィカルツールを提供しま
す。管理サーバーは、同一のルートディレクトリ内のサーバーグループにインストー
ルされたサーバーの要求を処理して、要求の実行に必要なプログラムを起動します。

サーバーコンソールは、ネットワーク上の Directory Server インスタンスおよび管理

サーバーインスタンスと連動して機能するスタンドアロンの Java アプリケーションで

す。サーバーコンソールは、企業内の Java Enterprise System ソフトウェアのフロン

トエンド管理アプリケーションとして動作します。

Java Enterprise System インストーラではサーバーコンソールと管理サーバーは、まと

めてインストール可能な 1 つのコンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Communications Express 6 
2004Q2
Sun Java System Communications Express 6 2004Q2 (Communications Express) は、カ

レンダ、アドレス帳、およびメールという 3 つのクライアントモジュールで構成され

る、Web ベースの統合された通信および共同作業クライアントを提供します。

Communications Express は、メールサービス、カレンダサービス、またはその両方を

提供するように設定可能であり、Sun Java System LDAP Schema v.1 (Schema 1) また

は Schema 2 のいずれかと連動して動作します。

Java Enterprise System インストーラでは、Communications Express はインストール

可能な単一のコンポーネントとして提供されます。

Sun Java System Communications Services 
User Management Utility 6 2004Q2
Sun Java System Communications Services User Management Utility は、Calendar 
Server、Messaging Server、およびその他の Java Enterprise System サービスプロバイ

ダに対するユーザー、グループ、ドメイン、およびリソースのプロビジョニングを行
なうためのコマンド行ユーティリティ (commadmin) です。

ユーザー管理ユーティリティは、Identity Server のインストールを選択すると自動的

にインストールされます。
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Sun Java System Connector for Microsoft 
Outlook 6
Sun Java System Connector for Microsoft Outlook を使用すると、Sun Java Enterprise 
System とともに Outlook をデスクトップクライアントとして使用できます。

Connector for Microsoft Outlook は、ユーザーのデスクトップにインストールする必

要がある Outlook プラグインです。

Connector for Microsoft Outlook は、Messaging Server に対してフォルダ階層と電子

メールメッセージを照会して、この情報を Outlook で表示可能な MAPI (Messaging 
API) プロパティに変換します。同様に、WCAP を使用して、Calendar Server に対し

てイベントとタスクを照会し、これらを MAPI プロパティに変換します。Sun Java 
System Connector for Microsoft Outlook では、このモデルを使用して、Messaging 
Server のメールおよび Calendar Server のカレンダ情報という 2 つの別個の情報ソー

スからエンドユーザーの Outlook ビューを構築します。

Sun Java System Connector for Microsoft Outlook は、付属の CD に専用のインストー

ラとともに収録されています。

Sun Remote Services Net Connect 3.1
Sun Remote Services Net Connect は、ユーザーの IT 環境の制御を支援するために設計

されたシステム管理サービスのコレクションです。Web で配信されるこれらのサービ

スを使用すると、システムを自己監視したり、パフォーマンスレポートやトレンドレ
ポートを作成したり、システムイベントの通知を自動的に受信することによって、実
際の問題が発生する前に潜在的な問題の管理にすばやく対応できるようになります。

Java Enterprise System インストーラでは、Sun Remote Services Net Connect はインス

トール可能な単一のコンポーネントとして提供されます。
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共有コンポーネント
共有コンポーネントは、Java Enterprise System コンポーネント製品が依存するローカ

ルサービスとテクノロジサポートを提供します。Java Enterprise System インストーラ

は、ホストコンピュータにインストールされた Java Enterprise System サーバーコン

ポーネントをサポートするために必要なすべての共有コンポーネントを自動的にイン
ストールします。

Java Enterprise System には、次の共有コンポーネントが含まれます。

• Ant (Jakarta ANT Java/XML ベースの構築ツール )

• Apache Common Logging

• Apache SOAP (Simple Object Access Protocol)

• ICU (International Components for Unicode)

• IMAPI (Sun Java System Instant Messaging and Presence APIs)

• J2SETM platform 1.4.2_04 (Java 2 Platform, Standard Edition)

• JAF (JavaBeansa Activation Framework)

• JATO (Java Application Framework)

• JavaHelpa Runtime

• JASB (Java Architecture for XML Binding)

• JAXM (Java API for XML Messaging) Client Runtime

• JAXP (Java API for XML Processing)

• JAXR (Java API for XML Registries)

• JAX-RPC (Java APIs for XML-based Remote Procedure Call)

• JCAPI (Java Card API)

• JDMK (Java Dynamic Management Kit)

• JSS (Java Security Services)

• KT 検索エンジン

• LDAP C Language SDK

• LDAP Java SDK

• NSPR (Netscape Portable Runtime)

• NSS (Network Security Services)

• NSPERL を含む Perl LDAP
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• SAAJ (SOAP with Attachments API for Java)

• SAML (Security Assertions Markup Language)

• SASL (Simple Authentication and Security Layer)

• SNMP (Simple Network Management Protocol) Peer

• Sun Explorer Data Collector

• XML C Library (libxml)
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Java Enterprise System の用語

この用語集には、この『Java Enterprise System 技術の概要』で使用される重要な用語

の定義と説明が記載されています。Java Enterprise System のマニュアルセットで使用

される用語の完全なリストについては、『Java Enterprise System Glossary』 
(http://docs.sun.com/doc/816-6873) を参照してください。

Web サービスサービスサービスサービス アクセス可能性、サービスのカプセル化、および検出に関する標準イン
ターネットプロトコルに準拠しているサービス。この標準インターネットプロトコルには、
SOAP (Simple Object Access Protocol) メッセージングプロトコル、WSDL (Web Service 
definition Language) インタフェース定義、および UDDI (Universal Discovery, 
Description, and Integration) レジストリ標準が含まれる。

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ 分散型アプリケーション ( または、その他のソフトウェアシステム ) の論
理的、物理的な構築ブロック、およびこれらの相互の関係を示す設計。分散型のエンター
プライズアプリケーションの場合、アーキテクチャ設計には一般的にアプリケーションの
論理アーキテクチャと配備アーキテクチャの両方が含まれる。

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス ( サーバーインスタンスサーバーインスタンスサーバーインスタンスサーバーインスタンス ) コンピューティングノード上でのサーバープロセ
スの個々の実行。一般的に、1 つのサーバーの複数のインスタンスは 1 つまたは複数の
ノード上で実行でき、各インスタンスは個別に設定できる。

エンドユーザーエンドユーザーエンドユーザーエンドユーザー インターネットブラウザやモバイルデバイス GUI などのグラフィカル
ユーザーインターフェイスを通して、分散型アプリケーションを使用するユーザーのこと。
アプリケーションが多数の並行エンドユーザーをサポートできることは、アプリケーショ
ンの配備アーキテクチャにおける重要な要素である

オブジェクトクラスオブジェクトクラスオブジェクトクラスオブジェクトクラス 1 つのオブジェクトを記述する一連の属性、つまり 1 つのオブジェ
クトの一連の特徴。LDAP ディレクトリに格納される。

オペレーションオペレーションオペレーションオペレーション アプリケーションプロセスのライフサイクルの 1 つの段階。この段階で
は、分散型アプリケーションの起動、監視、パフォーマンス最適化のための調整、および
動的なアップグレードによる新しい機能の組み入れが行なわれる。
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開発開発開発開発 配備プロセスの 1 つのフェーズ。論理アーキテクチャがプログラミングまたはカス
タマイズによって実装され、テストされる。

共有コンポーネント共有コンポーネント共有コンポーネント共有コンポーネント ほかのシステムコンポーネントにローカルサービスを提供する Java 
Enterprise System コンポーネント ( システムコンポーネント )。一般的にはライブラリ。一
方、システムサーバーほかのシステムコンポーネントまたはアプリケーションレベルのコ
ンポーネントに分散型サービスを提供する。

クライアントクライアントクライアントクライアント ソフトウェアサービスを要求するソフトウェア ( ユーザーのことではない。
「エンドユーザー」を参照 )。別のサービスを要求するサービス、またはエンドユーザーが
アクセスする GUI コンポーネントがクライアントになる場合もある。

コンピューティングノードコンピューティングノードコンピューティングノードコンピューティングノード ネットワーク環境またはインターネット環境に配備されてい
る個々のコンピュータ。分散型アプリケーションは、多様なコンピューティングノード上
で稼動するさまざまな分散型コンポーネント、ビジネスサービス、およびサーバーが存在
する、これらの環境内に配備される。

コンポーネント製品コンポーネント製品コンポーネント製品コンポーネント製品 以前は独立した製品だったが、現在は Java Enterprise System に統合
された Sun ONE 製品。ただし、ライセンスは個別に付与される。

サーバーサーバーサーバーサーバー 外部インタフェースを通してサービスにアクセスするクライアントに分散型
サービスまたは関連する一連のサービスを提供する、マルチスレッド対応のソフトウェア
プロセス。ハードウェアのサーバーとは区別される。

サービスサービスサービスサービス 1 つまたは複数のクライアントに対して実行されるソフトウェア機能。この機
能には、メモリ管理などの下位レベルのサポートサービス、または信用調査などの上位レ
ベルのビジネスサービスも含まれる。サービスには、ローカルクライアントで利用可能な
ローカルサービスと、リモートクライアントで利用可能な分散型サービスがある。システ
ムレベルのサービスは、個々のサービスのファミリによって構成されることがある。

サポートサービスサポートサービスサポートサービスサポートサービス システムサービスをサポートするために必要な 1 つまたは複数のサー
ビス。サポートサービスには、通信サービス、持続サービス、セキュリティサービス、メ
モリ管理サービス、ロギングサービスなどが含まれる。これらのサービスは、内部のサー
バーコンポーネントによって提供されるか、システムサーバーによって外部から提供され
る。

システムコンポーネントシステムコンポーネントシステムコンポーネントシステムコンポーネント Java Enterprise System に格納されていて、Java Enterprise 
System インストーラによってインストールされるソフトウェアパッケージまたは一連の
パッケージ。分散型サービスを提供するシステムサーバー、可用性サービスおよびスケー
ラビリティサービスを提供する Cluster ソフトウェア、ほかのシステムコンポーネントに
ローカルサービスを提供する共有コンポーネントなど、さまざまな種類のシステムコン
ポーネントが存在する。

システムサーバーシステムサーバーシステムサーバーシステムサーバー Java Enterprise System に格納されていて、分散型サービスのインスラ
ストラクチャ内に 1 つまたは複数のシステムサービスを提供するコンポーネント製品 ( サー
バー )。
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システムサービスシステムサービスシステムサービスシステムサービス システムサーバー から提供される固有の機能を定義する 1 つまたは複
数の分散型サービス。通常、システムサービスを実行するには、多数の内部サポートサー
ビス、多数の共有コンポーネント、またはその両方からサポートされている必要がある。

シングルサインオンシングルサインオンシングルサインオンシングルサインオン ある分散型システム内の 1 つのサービスに対するユーザー認証を、
同じシステム内のほかのサービスに自動的に適用できるようにする機能。

スキーマスキーマスキーマスキーマ ディレクトリに格納される、一連のオブジェクトクラスおよびこれらに対応す
る属性。スキーマによって、属性のデータ型と形式も指定される。

単一アイデンティティ単一アイデンティティ単一アイデンティティ単一アイデンティティ ユーザーが Java Enterprise System ディレクトリに 1 つのユーザー
エントリを持つためのアイデンティティ。ユーザーは、この単一のユーザーエントリに基
づいて、ポータルなどの各種のシステムリソース、Web ページ、さらにメッセージング、
カレンダ、インスタントメッセージングなどのサービスへのアクセスが許可される。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ データの書き込みよりもデータの読み込みに対して最適化された特殊な
データベース。ほとんどのディレクトリは、業界標準のプロトコルである LDAP 
(Lightweight Directory Access Protocol) に基づいている。

ディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー 企業の組織構造またはその他の情報ベースを反映した階層。

配備配備配備配備 アプリケーションプロセスのライフサイクルの 1 つの段階。配備段階では、配備シ
ナリオに基づいて配備設計が作成され、配備シナリオが本稼動環境に実装、プロトタイプ
化、および展開される。このプロセスの最終的な状態は配備とも呼ばれる。

配備アーキテクチャ配備アーキテクチャ配備アーキテクチャ配備アーキテクチャ 論理アーキテクチャの物理的なコンピューティング環境へのマッピ
ングを示す上位レベルの設計。物理環境には、イントラネット環境またはインターネット
環境のコンピューティングノード、コンピューティングノード間のネットワークリンク、
およびソフトウェアのサポートに必要なその他の物理デバイスが含まれる。

配備例配備例配備例配備例 ビジネスのニーズを満たすためにソリューションに要求される、コンピューティ
ングノードおよびサービス品質の要件。サービス品質の要件には、パフォーマンス、可用
性、セキュリティ、スケーラビリティ、保守性、および潜在的な容量に関する要件が含ま
れる。配備設計は、配備例に基づいて開始される。

ビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービス 複数のクライアントの代わりにビジネスロジックを実行する、つまり
マルチスレッド対応プロセスを実行する分散型コンポーネントまたはコンポーネントの構
成部品。Web サービスとしてカプセル化された分散型コンポーネントの構成部品またはス
タンドアロンサーバーがビジネスサービスになる場合もある。

分散型コンポーネント分散型コンポーネント分散型コンポーネント分散型コンポーネント 分散型アプリケーションを構築するときの基本となるソフトウェ
アロジックの単位。通常、分散型コンポーネントは、CORBA や J2EE などの分散型コン
ポーネントモデルに準拠していて、いくつかの特定のコンピューティング機能を実行する。
分散型コンポーネントは、単独または共同でビジネスサービスを提供することができ、ま
た、Web サービスとしてカプセル化することができる。
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分散型のエンタープライズアプリケーション分散型のエンタープライズアプリケーション分散型のエンタープライズアプリケーション分散型のエンタープライズアプリケーション ロジックがネットワーク環境またはイン
ターネット環境を対象にしていて ( 分散型 )、適用範囲とスケールが本稼動環境またはサー
ビスプロバイダのニーズを満たしている ( エンタープライズ向け ) アプリケーション。

ポリシーポリシーポリシーポリシー 特定の条件下で特定のリソースへのアクセスが承認されるユーザーが記述され
たルール。このルールは、ユーザーのグループまたは組織内のロールに基づいて決められ
ることもある。

ユーザーのプロビジョニングユーザーのプロビジョニングユーザーのプロビジョニングユーザーのプロビジョニング エンドユーザーがシステムサービスにアクセスして、これ
を使用できるようにする操作。プロビジョニングでは、ディレクトリサービスに各エンド
ユーザーのアカウントを作成したり、各サービスに必要なユーザー固有の情報をアカウン
トに入力したりする。

ユースケースユースケースユースケースユースケース エンドユーザーが分散型のエンタープライズアプリケーションで実行する
特定のタスク、またはタスクのセット。アプリケーションのパフォーマンスを設計、テス
ト、および測定するための基本情報として使用される。

要件分析要件分析要件分析要件分析 アプリケーションプロセスのライフサイクルの 1 つの段階。この段階では、ビ
ジネスのニーズに基づいて配備例、つまり論理アーキテクチャおよびソリューションが満
たす必要があるサービス品質に関する一連の要件を作成する。

リファレンス配備アーキテクチャリファレンス配備アーキテクチャリファレンス配備アーキテクチャリファレンス配備アーキテクチャ 特定のハードウェアトポロジにマッピングおよび配備
され、パフォーマンスがテストされる特定の配備例。リファレンス配備アーキテクチャは、
カスタムソリューションの配備アーキテクチャを設計するときの開始点として使用される。

論理アーキテクチャ論理アーキテクチャ論理アーキテクチャ論理アーキテクチャ 分散型アプリケーションの論理的な構築ブロック、およびこれらの
構築ブロック間の関係 ( またはインタフェース ) を示す設計。論理アーキテクチャには、分
散型アプリケーションコンポーネント、およびこれらのアプリケーションのサポートに必
要なインフラストラクチャサービスの両方が含まれる。
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